
　
３
月
３
日
㈮
か
ら
５
日
㈰
の
日
程
で
、
八
女

市
と
防
災
・
物
産
等
で
交
流
の
あ
る
静
岡
県
吉

田
町
に
お
い
て
サ
ッ
カ
ー
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
吉
田
町
内
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
主
催
す
る
「
吉
田
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
カ
ッ
プ
」

に
招
待
さ
れ
た
も
の
で
、
八
女
市
か
ら
は
八

女
サ
ッ
カ
ー
協
会
所
属
の
八
女
オ
ー
ル
ス
タ
ー

キ
ャ
ン
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。
３
日
㈮
に
は
出

発
式
が
行
わ
れ
、
鎌
田
副
市
長
が
「
サ
ッ
カ
ー

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
吉
田
町
の
選
手
と
た
く

さ
ん
交
流
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。４
日
㈯
の
夜
に
は
吉
田
町
の
少
年
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
と
の
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、
夕
食

を
共
に
し
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
プ
レ
ー

以
外
の
交
流
も
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
本
場
、

静
岡
で
の
試
合
は
や
や
緊
張
し
た
よ
う
で
す
が
、

選
手
た
ち
は
力
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

静岡県吉田町とサッカーで交流しました

「
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
」で
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
交
流

　「
第
10
回
あ
つ
ま
れ
！
元
気
も

ん
フ
ェ
ア
」
が
３
月
４
日
㈯
、
昨

年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
八
女

市
大
淵
体
験
交
流
施
設
「
げ
ん

き
館
お
お
ぶ
ち
」（
旧
大
淵
小

学
校
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

や
中
高
生
講
座
生
に
よ
る
も
の

作
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
な

ど
26
種
類
の
手
作
り
体
験
が
で

き
、
子
ど
も
縁
日
、
昔
あ
そ
び
、

ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
体
験
等
、
様
々

な
催
し
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
今
回
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く

り
推
進
事
業
と
し
て
健
康
フ
ェ

ア
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
新
た
に

人
権
コ
ー
ナ
ー
も
加
わ
り
、
例

年
に
も
増
し
た
内
容
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
や
ク
イ
ズ
に
時
間
い
っ
ぱ
い

挑
戦
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
一
人
は
「
子
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
っ
た
よ
う
で
う
れ
し

か
っ
た
」
と
話
し
、
参
加
者
双

方
に
心
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

人
気
の
レ
シ
ピ
で
食
育
を

　
卒
業
式
を
前
に
学
校
給
食
調

理
員
の
皆
さ
ん
か
ら
市
内
の
小
・

中
学
校
の
卒
業
生
に
「
給
食
献

立
レ
シ
ピ
集
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
６
年
前

か
ら
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
リ

ク
エ
ス
ト
が
多
か
っ
た
学
校
給
食

の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
揚
げ
パ
ン
、
だ

ん
ご
汁
の
作
り
方
の
ほ
か
、
ご

飯
の
炊
き
方
、
だ
し
の
取
り
方
、

野
菜
の
切
り
方
な
ど
分
か
り
や

す
く
て
い
ね
い
に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
食
に
興

味
を
持
ち
、
自
分
の
食
事
を
自

分
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
い
う
願
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た

レ
シ
ピ
集
。
子
ど
も
た
ち
は
う
れ

し
そ
う
に
開
い
て
い
ま
し
た
。

３月14日川崎小学校において、給食員から

（上）スライムマンが登場。
ブースに来た子どもたちと
忍者バルーンスライムを作
りました。
（右）ボランティアの方々に
教わりながら、各ブースで
ものづくりを楽しみました。

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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平
成
29
年
度
は
、
第
４
次
八

女
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計

画
の
２
年
目
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
初
年
度
の
施
策
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
検
証
を
行
い
な
が

ら
、
よ
り
具
体
的
な
成
果
を
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
で
き
る

よ
う
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、し
ご
と
づ
く
り
で
す
。

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

業
の
生
産
性
を
高
め
、
新
た
な

市
場
・
販
路
の
開
拓
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
国
内
外
か
ら
稼
げ

る
産
業
へ
と
成
長
さ
せ
る
と
と
も

に
、
前
古
賀
地
区
へ
の
工
業
団

地
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
特
に
、
八
女
伝
統
本
玉
露

を
は
じ
め
と
す
る
八
女
茶
の
需

要
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
化
、
林
業

の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
、
国

の
地
方
創
生
関
連
交
付
金
を
活

用
し
な
が
ら
引
き
続
き
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

 

　
次
に
、
八
女
へ
の
新
し
い
ひ
と

の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
八

女
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
県
内
外

へ
広
く
情
報
を
発
信
し
、
八
女

な
ら
で
は
の
暮
ら
し
や
仕
事
の
体

験
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

本
市
へ
の
新
た
な
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
に
居
住
を
希
望

す
る
人
が
住
居
を
確
保
で
き
る

よ
う
住
宅
購
入
へ
の
経
済
的
な

支
援
、
特
に
若
年
世
帯
に
は
家

賃
等
へ
の
支
援
を
行
い
市
内
へ
の

定
住
化
を
図
る
と
と
も
に
、
宅

地
化
が
進
ん
で
い
な
い
地
域
に
は

民
間
に
よ
る
住
宅
団
地
の
開
発

を
期
待
し
、
道
路
網
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
は
、
少
子
化
を
く
い
止
め
る
た

め
に
重
要
な
施
策
で
す
。
そ
の

た
め
、
出
会
い
・
結
婚
・
出
産
・

育
児
な
ど
人
生
の
各
段
階
に
お

い
て
、
き
め
細
や
か
な
施
策
を
総

合
的
に
切
れ
目
な
く
講
じ
て
い

き
ま
す
。

 

　 

ま
た
、
定
住
・
移
住
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

に
と
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
も
必
要
で
す
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
習
慣
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、
健

康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
昨
年
行
っ
た
「
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
都
市
宣

言
」
に
よ
り
、
市
民
の
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
る
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
で
あ
っ
て
も

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
特
有
の
資
源

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
将
来
の
発
展
基
盤
の
整
備
も

重
要
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て

利
用
で
き
る
道
路
等
の
整
備
や

生
活
排
水
処
理
施
設
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
も
積
極
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
八
女
東
部
地

域
に
お
い
て
は
、
交
流
人
口
の
増

加
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

が
期
待
で
き
る
施
設
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
自
ら
が
生
ま
れ

育
っ
た
郷
土
へ
の
誇
り
、
愛
着
の

醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
財
政
状
況
は
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
着
実
に
推
進
し
、
持
続

可
能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
を

図
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
策
定
す
る
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施

設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
が
そ
の
暮
ら
し

に
安
全
と
安
心
を
実
感
し
、
若

者
が
そ
の
将
来
に
夢
と
希
望
を

抱
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
が

ら
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
心
豊
か

に
暮
ら
す
、
真
の
地
方
創
生
を
八

女
で
実
現
で
き
る
よ
う
全
力
を

注
い
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
　
施
政
方
針

多
く
の
人
々
が
心
豊
か
に
暮
ら
す

真
の
地
方
創
生
を
八
女
で
実
現
す
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

安
定
し
た
雇
用
創
出
を

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

地
域
の
活
力
を
維
持
す
る

　

３
月
定
例
議
会
で
行
わ
れ
た

三
田
村
市
長
の
新
年
度
施
政
方

針
演
説
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
予

算
総
額
は
３
６
４
億
８
０
０
万

円
で
す
。
ま
た
、
国
の
経
済
対

策
な
ど
に
よ
る
平
成
28
年
度
か

ら
の
繰
越
事
業
を
合
わ
せ
る
と

３
６
9
億
円
を
超
え
る
予
算
規

模
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
費
な
ど

の
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
２

２
０
億
６
１
１
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
水
道
事
業
会
計
予
算

総
額
は
10
億
２
０
７
９
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

八
女
市
で
は
、
市
の
財
政
状

況
を
年
2
回
公
表
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
平
成
29
年
度
予

算
の
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
広
報
紙
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
項
目
に
つ
い
て
簡
素
化
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、「
財
政

事
情
」
は
、
企
画
財
政
課
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課

（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

特別会計名 歳入歳出予算額

国民健康保険事業費 113億7,258万円

簡易水道事業費 5億1,139万円

住宅新築資金等貸付事業費 205万円

下水道事業 12億7,713万円

介護保険事業費 76億7,362万円

後期高齢者医療 10億4,240万円

農業集落排水事業 7,634万円

矢部診療所 7,401万円

黒木町串毛財産区 334万円

黒木町木屋財産区 811万円

黒木町大淵財産区 2,023万円

水道事業 10億2,079万円

▼平成29年度特別会計予算

平成29年度
一般会計予算は364億800万円

自主財源
29.3％

依存財源
70.7％

市税
66億7,359万円

（18.3％）

繰入金　
24億7,511万円

（6.8％）

15億1,019万円
（4.2％）

その他

地方交付税
122億7,080万円

（33.7％）

国県支出金
79億7,071万円

（21.9％）

35億410万円
（9.6％）

市債

そ
の
他

20億350万円（5.5％）

364億800万円の内訳歳 出

民生費
125億9,077万円

（34.6％）

総務費
41億
122万円

（11.3％）

土木費
41億
248 万円

（11.3％）
36億7,253万円
    （10.1％）

農林水産業費
33億1,132万円

（9.1％）

28億802万円
（7.7%）

衛生費

教育費

27億5,834万円
（7.6％）

消
防
費

12億4,333万円
（3.4％）

商
工
費

10億9,321万円（3.0％）
災害復旧費 ３億5,763万円（1.0％）　 その他 3億6,915万円（0.9％）

公債費

歳出を性質別にみると…

扶 助 費
普通建設事業費

人 件 費

補 助 費 等

物 件 費
繰 出 金
公 債 費

そ の 他

69億1,240万円（19.0％）
56億3,099万円（15.5％）
52億4,267万円（14.4％）
49億8,248万円（13.7％）
46億1,109万円（12.7％）

41億7,297万円（11.4％）
36億7,253万円（10.1％）

11億8,287万円（3.2％）

八女市の財政状況をお知らせします

364億800万円の内訳歳 入



4　2017.4.15　広報やめ 4

◉ 快適で安全・安心な暮らしを支える基盤づくりと
    都市機能の充実
⃝乗合タクシー運行事業 7,743万円

⃝道路・河川改良事業 16億1,390万円

⃝防災対策事業 2,715万円

⃝消防関係施設設備等整備事業 7,040万円

◉ 人と自然にやさしく、暮らしやすい生活空間づくり
⃝若年世帯家賃等支援補助事業　※ 1 1,940万円

⃝マイホーム取得支援事業　 2,110万円

⃝移住・定住支援センター事業　※２ 773万円

⃝空き家改修費等補助事業 　 600万円

⃝浄化槽設置整備事業  ※３ 1億1,691万円
◉ 地場産業・観光の振興と地域資源を生かした
    新産業創出、雇用の確保
⃝八女材普及促進住宅資材助成事業 3,010万円

⃝木材生産・供給体制基盤づくり促進事業 1,280万円

⃝矢部地域振興事業　※ 4 3億4,372万円

⃝新規創業者および新事業展開補助事業 1,200万円

⃝伝統工芸等承継者育成事業 432万円
◉ 少子・高齢社会に対応し、自分らしく、安心して
　 暮らせるまちづくり
⃝各種がん検診委託事業　※ 5 8,414万円

⃝介護予防事業 ２億6,035万

⃝在宅支援住宅改修補助事業   ※６ 200万円

⃝乳幼児・こども医療対策事業 1億9,310万円

⃝やめっこ夢祝金支給事業 3,108万円

⃝やめUIターン子ども応援手当支給事業 645万円

⃝路線バス通学定期補助事業 800万円

◉ 生きる力の育成と豊かな心を育てるまちづくり
⃝学力向上推進事業 9,523万円

⃝入学祝金事業 4,347万円

⃝給茶機設置事業 ※７ 1,195万円

⃝八女市奨学金　※８ 922万円

⃝八女東部スポーツ公園クラブハウス建設事業  ※ ９ 1億5,512万円

◉ 市民とともに歩み、市民とともに進めるまちづくり
⃝まちづくり協議会等の育成・支援 2,663万円

◦住民票等のコンビニ交付事業  ※ 10 3,082万円

⃝都市交流事業 780万円

矢部地区を中心とした地域振興を図るた
め、一戸建て形式の宿泊施設を整備します。
矢部地域に新たな観光スポットを設けるこ
とで、市内周遊コースの充実を図り、矢部
地域のみならず、広く市内への入り込み客
の増加による経済効果を高めます。

生活排水による公共用水域の水質汚濁を
防止するため、下水道事業計画予定処理
区および農業集落排水処理施設による処
理区域以外の地域で専用住宅等に浄化槽
を設置しようとする人に対して補助金を交
付します。国・県の補助基準額に上乗せ
を行い、設置費用の負担軽減を図ること
により、一層の生活排水処理対策を推進
します。

移住定住に関する相談に対しワンストップ
窓口としての機能を設け、人と人をつなぎ
ながら移住定住の促進を図ります。また、
市の魅力や住まい、仕事、支援制度等の
情報発信や都市圏での移住相談イベント
等を強化し、事業の推進を図ります。

市内に転居する若年層世帯に対し、家賃
や引越費用を補助することで、若年層の
定住を促進し、地域活性化を図ります。

（関連記事は6ページ）

若年世帯家賃等支援補助事業1

移住・定住支援センター事業2

矢部地域振興事業4

3浄化槽設置整備事業

Ｐｉｃｋ Uｐ！
今年度の主な事業

学校に設置された給茶機 都市圏で開催する移住相談イベント
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学費の支払いが困難と認められる世帯の高校
生等に対し、市独自の奨学金を給付しています。
将来社会に貢献しうる人材の育成、子どもの貧
困対策のために、給付人数を拡充します。

在宅支援住宅改修補助事業6

八女市奨学金8

7給茶機設置事業

Ｐｉｃｋ Uｐ！

市立学校で、現在「八女茶学」をとおして八
女茶が果たしてきた歴史・文化・健康等につい
て学んでいます。八女茶への親しみをさらに深
めるため、給茶機を全小中学校等へ拡充します。

一般会計市債・基金残高の推移
（単位：億円）

注：平成27年度までは決算、平成28・29年度は見込み

400

300

200

100

0
24年度  25年度  26年度  27年度  28年度  29年度

市債残高

基金残高

311 300 290 281 275 276

199 186
218 218 219 197

集団検診の受付

死亡原因の第１位である悪性新生物（がん等）
に対して、がん検診（胃、肺、大腸、子宮頸、乳・
前立腺）を実施し、早期発見、早期治療を行
う事で、がん死亡数の減少を図ります。集団検
診では、経済的負担の軽減のため自己負担額
を一律500円とし、受診率向上に取り組みます。

各種がん検診委託事業5

八女東部スポーツ公園（グリーンフィールド八女）
への大規模サッカー大会およびサッカー合宿等
の誘致を推進するため、ロッカールームやシャ
ワー室等を備えたクラブハウスを建設します。

八女東部スポーツ公園クラブハウ
ス建設事業9

市民の利便性を高めるため、個人番号カードを
使って住民票や印鑑証明等をコンビニエンスス
トアの情報端末から発行できるシステムを構築
します。

住民票等のコンビニ交付事業10

要介護認定は受けていない虚弱な高齢者に対
して、日常生活における転倒やつまずきによる
負傷等の介護リスクを軽減し、介護状態となる
ことを未然に防止するための住宅改修補助事
業を実施します。

クラブハウス建設予定の八女東部スポーツ公園

学校に設置された給茶機
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若
年
層
の
市
内
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

市
内
の
賃
貸
住
宅
に
新
た
に
入
居
す
る
若
年

世
帯
に
対
し
家
賃
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

■
主
な
受
給
資
格
（
対
象
者
）

▼
平
成
29
年
3
月
1
日
以
降
に
市
内
の
賃
貸

住
宅
に
転
入
も
し
く
は
転
居
し
た
世
帯
（
ひ

と
り
親
世
帯
を
含
む
）

▼
申
請
年
度
の
4
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、

夫
婦
の
合
計
年
齢
が
80
歳
未
満
で
あ
る
世

帯
（
ひ
と
り
親
の
場
合
は
、
父
も
し
く
は
母

の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
あ
り
、
か
つ
義
務
教

育
終
了
前
の
子
が
い
る
世
帯
）

▼
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
人

◦
補
助
対
象
住
宅

▼
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
賃
貸
住
宅
。

（
公
営
住
宅
、
雇
用
促
進
住
宅
、
社
宅
、
寮
、

短
期
賃
貸
住
宅
、
親
族
が
所
有
す
る
住
宅

等
を
除
く
）

◦
補
助
金
額

【
月
額
上
限
２
万
円
×
最
長
24
か
月
】

　
月
額
家
賃
（
共
益
費
、
管
理
費
、
駐
車

場
使
用
料
等
を
除
く
）
か
ら
勤
務
先
の
住
宅

手
当
を
引
い
た
実
質
家
賃
負
担
額
の
２
分
の

１
（
上
限
２
万
円
）
を
補
助
。

◦
補
助
金
の
支
払
い

▼
半
年
ご
と
に
支
払
い
ま
す
。（
４
～
９
月
分：

11
月
支
払
い
予
定
、
10
～
３
月
分
：
５
月
支

払
い
予
定
）

◦
申
請
期
限

市
内
の
賃
貸
住
宅
に
転
入
も
し
く
は
転
居
し

た
日
か
ら
１
年
以
内

　　
若
年
層
の
市
内
の
定
住
促
進
を
図
る
た

め
、
市
内
の
非
賃
貸
住
宅
に
新
た
に
入
居
す

る
若
年
世
帯
に
対
し
引
越
費
用
等
の
一
部
を

支
援
し
ま
す
。

■
主
な
受
給
資
格

▼
平
成
29
年
3
月
1
日
以
降
に
市
内
の
非

賃
貸
住
宅
に
転
入
も
し
く
は
転
居
し
た
世
帯

（
ひ
と
り
親
世
帯
を
含
む
）

▼
申
請
年
度
の
4
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、

夫
婦
の
合
計
年
齢
が
80
歳
未
満
で
あ
る
世

帯
（
ひ
と
り
親
の
場
合
は
、
父
も
し
く
は
母

の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
あ
り
、
か
つ
義
務
教

育
終
了
前
の
子
が
い
る
世
帯
）

▼
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
人

◦
補
助
対
象
住
宅

▼
非
賃
貸
住
宅
（
賃
貸
借
の
契
約
に
基
づ
き

他
人
に
貸
し
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い

住
宅
）

◦
補
助
金
額
【
上
限
10
万
円
、
１
回
限
り
】

引
越
費
用
等
負
担
額
（
引
越
業
者
や
運
送
業

者
へ
依
頼
し
た
引
越
荷
物
の
運
搬
費
、
引
越

に
係
る
エ
ア
コ
ン
購
入
費
お
よ
び
取
付
工
事

費
）
の
2
分
の
１
（
上
限
10
万
円
）
を
補
助
。

◦
申
請
期
限

市
内
の
非
賃
貸
住
宅
に
転
入
も
し
く
は
転
居

し
た
日
か
ら
３
か
月
以
内

　
定
住
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
市
内
に
新
た
に
住
宅
を
取
得
す
る
人
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
主
な
受
給
資
格
（
対
象
者
）

▼
本
市
に
３
年
を
超
え
て
定
住
す
る
意
思
を

も
ち
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て

い
る
人

▼
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
自
ら
居
住
す

る
住
宅
の
新
築
等
を
し
た
人

◦
補
助
対
象
住
宅

▼
市
内
に
新
た
に
建
築・購
入
し
た
住
宅（
新

築
、
建
替
え
、
建
売
、
マ
ン
シ
ョ
ン
）
※
増

改
築
を
除
く

◦
補
助
金
額

１
．
定
住
３
年
補
助
【
年
間
上
限
15
万
円
】

　
取
得
す
る
住
宅
の
固
定
資
産
税
相
当
額

を
、
取
得
す
る
住
宅
に
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
た
年
度
か
ら
３
年
間
支
給
。（
取
得
す

る
住
宅
が
固
定
資
産
税
の
減
額
の
適
用
を
受

け
る
と
き
は
、
減
額
後
の
税
額
）

２
．一
時
金
【
①
＋
②　

上
限
30
万
円
】

①
転
入
世
帯
は
、
１
世
帯
に
つ
き
20
万
円
を

一
時
金
と
し
て
支
給

②
新
婚
世
帯
ま
た
は
子
育
て
世
帯
は
、
１
世

帯
に
つ
き
10
万
円
を
一
時
金
と
し
て
支
給

住
ま
い
に
関
す
る
事
業
の
ご
案
内

新
築
マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
支
援
補
助
金

※
転
入
世
帯
…
新
築
等
し
た
住
宅
の
取
得
日

を
挟
ん
だ
前
後
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
に
八
女
市

に
転
入
し
、
か
つ
、
当
該
転
入
日
の
前
日
か
ら

起
算
し
て
前
３
年
間
に
本
市
に
住
所
を
有
し

て
い
た
こ
と
が
な
い
者
を
１
人
以
上
含
む
世
帯

※
新
婚
世
帯
…
少
な
く
と
も
夫
婦
の
い
ず
れ

か
一
方
が
40
歳
未
満
で
婚
姻
後
５
年
を
経
過

し
て
い
な
い
世
帯
（
再
婚
含
む
）

※
子
育
て
世
帯
…
中
学
生
以
下
の
子
を
扶
養

し
て
い
る
世
帯

八
女
市
で
は
移
住
・
定
住
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す

問い合わせ
地域振興課
定住対策係

（☎２４・８１６２）

若
年
世
帯
家
賃

　
支
援
補
助
金

新規

若
年
世
帯
引
越
費
用

　
　
等
支
援
補
助
金

新規
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こ
の
事
業
は
木
造
住
宅
の
普
及
拡
大
を
促

進
し
、
八
女
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、

八
女
市
林
業
の
発
展
と
木
材
・
木
造
住
宅
関

連
産
業
の
活
性
化
と
共
に
、
定
住
化
促
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
金
の
額
】

　

申
請
者
が
八
女
市
内
の
人
に
は
50
万
円
、

八
女
市
外
か
ら
の
転
入
者
に
は
80
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

【
採
択
要
件
】

①
申
請
者
が
八
女
市
内
に
居
住
す
る
た
め
の

新
築
お
よ
び
増
築
の
木
造
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

②
こ
の
事
業
の
利
用
は
、
同
一
事
業
施
行
中

に
お
い
て
１
回
が
限
度
で
あ
る
こ
と
。

③
木
造
軸
組
工
法
を
基
本
と
す
る
住
宅
で
あ

る
こ
と
。

④
床
面
積
が
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
。（
増
築
物
件
の
床
面
積
も
同
様
）

⑤
八
女
材
の
使
用
量
が
木
材
使
用
量
の
概
ね

80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

⑥
年
度
内
に
完
成
（
棟
上
等
）
確
認
が
可
能

な
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

⑦
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
人
が
、
市
税
・

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
税
外
徴
収
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

設
計
な
ら
び
に
施
工
業
者
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
八
女
材

普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事
業
が
効
果
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設
計
な
ら

び
に
施
工
を
し
た
も
の
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
金
の
額
】

　

１
件
の
事
業
に
お
け
る
設
計
お
よ
び
建
築

施
工
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
を
補
助
。

【
採
択
要
件
】

①
八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事
業

で
交
付
決
定
を
受
け
た
新
築
お
よ
び
増
築
の

木
造
住
宅
の
設
計
ま
た
は
施
工
を
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。

②
八
女
市
内
の
業
者
で
あ
る
こ
と
。

③
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
人
が
、
市
税
、

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
税
外
徴
収
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　　
定
住
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
お
よ
び

空
き
家
の
活
用
に
よ
る
住
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
、
中
古
住
宅
の
購
入
に
係
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
主
な
受
給
資
格
（
対
象
者
）

▼
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
市
内
に
自
ら

居
住
す
る
中
古
住
宅
を
購
入
し
た
人
（
所
有

権
保
存
登
記
ま
た
は
移
転
登
記
が
完
了
）

◦
補
助
金
額

１
．
基
本
額
【
上
限
10
万
円
】

　
購
入
に
要
す
る
経
費
の
５
％

２
．
加
算
額
【
①
＋
②  

上
限
30
万
円
】

①
転
入
世
帯
は
、
１
世
帯
に
つ
き
20
万
円
を

一
時
金
と
し
て
支
給

②
新
婚
世
帯
ま
た
は
子
育
て
世
帯
は
、
１
世

帯
に
つ
き
10
万
円
を
一
時
金
と
し
て
支
給

※
転
入
世
帯
・
新
婚
世
帯
・
子
育
て
世
帯
の

説
明
は
、
新
築
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
支
援
補
助

と
同
じ
。

◦
そ
の
他
＝
交
付
申
請
時
期
は
居
住
し
た
日

か
ら
半
年
以
内

　
市
内
に
点
在
す
る
空
き
家
の
利
活
用
を
促

進
す
る
た
め
、
空
き
家
の
利
用
希
望
者
に
物

件
を
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　「
空
き
家
を
売
り
た
い
！
貸
し
た
い
！
」
と

い
う
希
望
を
お
持
ち
の
所
有
者
の
方
か
ら
の

相
談
を
受
け
、空
き
家
の
現
地
調
査
を
行
い
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。
ま
た
、
登

録
さ
れ
た
空
き
家
は
八
女
市
へ
の
定
住
や
二

地
域
居
住
な
ど
で
空
き
家
の
利
用
を
希
望
す

る
人
に
情
報
提
供
を
行
な
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
を

改
修
さ
れ
る
際
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

▼
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
の

所
有
者

▼
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
の

賃
貸
ま
た
は
売
買
の
契
約
を
締
結
さ
れ
た
新

た
な
入
居
者

◦
補
助
対
象
工
事
等

▼
改
修
工
事
＝
外
構
工
事
を
除
く
住
宅
の一部

を
修
繕
、
補
修
、
模
様
替
え
、
取
替
え
等
を

行
う
工
事

▼
家
財
撤
去
等
＝
家
財
等
の
運
搬
お
よ
び
廃

棄
、
空
き
家
敷
地
内
の
除
草
、
植
栽
の
剪
定

お
よ
び
伐
採
等
の
作
業

◦
補
助
金
額

【
改
修
工
事
】
＝
上
限
50
万
円
（
補
助
率
1/2
）

【
家
財
撤
去
等
】
＝
上
限
10
万
円

中
古
住
宅

取
得
支
援
補
助
金

市
内
に
、
八
女
材
を
使
用
し
た
居
住
用
の
木
造
住

宅
を
新
築
・
増
築
さ
れ
る
人
へ
補
助
を
し
ま
す
。

八
女
材
を
使
っ
て

家
を
建
て
ま
し
ょ
う

八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事
業

八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事

業
推
進
事
業

※
い
ず
れ
の
補
助
事
業
も
記
載
以
外
の

諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

⃝申込・問い合わせ＝▽林業
振興課林政係（☎ 23・1168）
▽黒木支所産業経済課林政係

（☎ 42・1116）▽上陽支所建
設経済課産業観光係（☎ 54・
2219）▽立花支所産業経済課
農林係（☎ 23・4940）▽矢部
支所建設経済課産業観光係（☎
47・3111）▽星野支所建設経
済課産業観光係（☎ 52・3114）
※詳細は八女市ホームページに
も掲載しています。

広報やめ　2017.4.157

空
き
家
バ
ン
ク

空
き
家
改
修
費
等

　
　
　
補
助
金

拡充
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5月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥ 肥満解消短期チャレンジ
参加者募集！

　

３
月
16
日
㈭
、
黒
木
中
学
校
１

年
生
の
「
い
の
ち
の
授
業
」
で
市

内
の
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
赤
ち
ゃ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

  

中
学
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
、
泣
く
赤

ち
ゃ
ん
た
ち
も
い
ま
し
た
が
、
と
て

も
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
実
際

に
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
に

「
お
な
か
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
き

は
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
」「
子

育
て
し
て
い
て
何
が
大
変
で
す
か
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問
が
で
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
話
を

聞
い
て
、「
お
母
さ
ん
に
抱
か
れ
る

と
、
す
ぐ
に
泣
き
止
む
の
で
、
お

母
さ
ん
っ
て
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
！
」

「
私
た
ち
を
育
て
る
の
も
大
変
だ
っ

た
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
」
な
ど
、

自
分
た
ち
も
こ
れ
ま
で
大
切
に
育

て
ら
れ
た
こ
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て

る
楽
し
さ
や
大
変
さ
を
実
感
で
き

た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

黒
木
中
学
校
１
年
生
「
い
の
ち
の
授
業
」

　

肥
満
解
消
を
目
的
と
し
た
３
か

月
で
運
動
習
慣
を
つ
け
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
画
を
行
い
ま
す
。
今
年
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
八
女
市
健
康
増

進
施
設
べ
ん
が
ら
村
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
を
、
３
か
月
間
で
最
大
10
回

ま
で
自
由
な
時
間
に
利
用
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
肥
満
を
解

消
し
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
者
】

平
成
28
年
度
の
健
診
結
果
が
肥
満

に
該
当
す
る
人

※
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
ま
た
は

腹
囲
が
男
性
85
㎝
以
上
、
女
性
90

㎝
以
上
）

【
定
員
】

▼
第
1
回
（
6
月
１
日
～
8
月
31

日
）
＝
25
人　

▼
第
2
回
（
9
月
１
日
～
11
月
30

日
）
＝
25
人

※
お
一
人
様
1
回
限
り
の
参
加
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
シ
ー
運
動
教

室
と
の
二
重
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
受
付
】

４
月
17
日
㈪
～
5
月
19
日
㈮

※
申
込
の
際
、
対
象
者
に
該
当
し

て
い
る
か
確
認
い
た
し
ま
す
。
市
の

特
定
健
診
以
外
の
検
診
を
受
け
ら

れ
た
方
は
お
手
数
で
す
が
、
健
康

推
進
課
窓
口
ま
で
健
診
結
果
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
３
５
２
）

　

健
康
的
に
運
動
習
慣
を
つ
け
、

体
重
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
5
か
月
間
（
5
月
～
9
月
）
全

10
回
の
運
動
教
室
を
開
催
し
ま

す
。「
体
重
を
減
ら
し
た
い
が
ど
の

様
な
運
動
を
し
た
ら
良
い
か
分
か

ら
な
い
」「
一
人
で
し
て
い
た
が
長

く
続
か
な
い
」
と
い
う
人
は
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

理
学
療
法
士
に
よ
る
指
導
の
も
と

運
動
実
践
を
行
う
教
室
で
す
。

【
対
象
者
】

 

40
歳
～
64
歳
の
人
で
、
運
動
を

通
し
て
生
活
習
慣
の
改
善
を
行
い

た
い
人
。
特
に
次
の
人
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の
人

※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
計
算
式
＝
体
重
（
㎏
）

÷
身
長
（
ｍ
）
÷
身
長
（
ｍ
）　

◦
お
腹
周
り
が
男
性
85
㎝
以
上
・

女
性
90
㎝
以
上
の
人

◦
初
め
て
教
室
に
参
加
さ
れ
る
人

【
べ
ん
が
ら
村　

会
場
】　　
　

◦
日
程
＝
お
お
む
ね
第
１・３
火
曜

日
（
初
回
5
月
9
日
㈫
）　

◦
時
間
＝
13
時
30
分
～
15
時

（
受
付
13
時
～
） 

◦
定
員
＝
20
人

◦
会
場
＝
べ
ん
が
ら
村
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室 

◦
内
容
＝
有
酸
素
運
動
や
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
機
器
を
使
用
し
た
運
動
等
）

◦
申
込
締
切
＝
4
月
27
日
㈭

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
初
め

て
参
加
さ
れ
る
人
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◦
申
し
込
み
＝
健
康
推
進
課
保
健

指
導
係　
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

ヘ
ル
シ
ー
運
動
教
室
（
前
期
）
参
加
者
募
集

リニューアルしたべんがら村の
トレーニング施設で肥満解消を！

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言 「地域で支え合う絆と、健康づくりの輪を広げます」
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　保健師や看護師が、血圧測定・
尿検査・体脂肪測定をします。健
康に関するいろいろな相談に応じ
ます。健康手帳をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦5月1日㈪ 9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター
◦5月10日㈬ 10時～11時／上陽支所
◦5月12日㈮ 10時～ 11時／そよか
ぜ（星野）
◦5月16日㈫ 10時～ 11時／かがや
き（立花）
◦5月18日㈭ 14時～ 15時／矢部基
幹集落センター
◦5月30日㈫10時～ 11時／ふじの
里（黒木）

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時30分
◦日にち・対象 
5月9日㈫＝10か月児（平成28年7
月生）健康診査
5月17日㈬＝4か月児（平成29年1
月生）健康診査
5月23日㈫＝1歳6か月児（平成27
年10月生）健康診査
5月25日㈭＝3歳児（平成26年4月
生）健康診査

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村
の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝5月16日㈫13時30分～ 14
時30分

◦対象＝１歳6か月児（平成27年9
月～ 10月生）／ 3歳児（平成26年
3月～ 4月生）
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
お話と調理。要予約。定員15人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝5月18日㈭ 10時～ 13時
 　※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角巾、
手ふきタオル、母子健康手帳、筆
記用具、材料費300円

　離乳食中期から後期（7か月児
から1歳児頃まで）のお話。要予約。
定員10人。託児あり。
◦日時＝5月11日㈭10時～ 12時（受
付9時30分～ 9時50分）
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝母子健康手帳、筆記
用具

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談く
ださい。身長・体重測定もできま
す。母子健康手帳をお持ちくださ
い。やめっこ未来館会場では、公
立八女総合病院の助産師による「母
乳相談」も行っています。
相談日以外でも、窓口や電話で子
育て相談を行っています。

◦5月2日㈫10時～ 11時 ／ 矢部基
幹集落センター
◦5月10日㈬ 9時30分～11時 ／ や
めっこ未来館
◦5月19日 ㈮ 13時15分 ～ 14時30
分 ／やめっこ未来館

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの人で、
成長発達面に不安のある人です。
心配なことがあればお気軽にご相
談ください。要予約。

【八女市保健センター】
◦ 5月11日㈭ 9時～ 16時
    5月25日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
◦5月16日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝5月31日㈬13時30分～ 15
時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟
※マタニティ教室＝次回は6月に開
催します。

乳幼児心理相談

5
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

もぐもぐかみかみ！離乳食教室

ベビーズクッキング

おからクッキー

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

【作り方】
①おからは、固まっている
ところがあるので、手でパ
ラパラにする。
②Aの薄力粉とベーキング
パウダーをふるいにかけて
おく。
③ボウルに、室温にもどし
ておいたバターをクリーム
状になるまでかきまぜ、き
び砂糖を2 ～ 3回に分けて
加え、全体が白っぽくなる
までまぜる。
④③のボウルに、ほぐした
卵を2 ～ 3回に分けて入れ
まぜ→②→①→抹茶の順
に入れ、サックリと混ぜ合
わせる。

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

53Kcal
0.8g
2.8g
5.7g

58mg
14mg
3mg

0.3mg
0.5g
0.0g

1個分あたりの栄養価

３月に行われた “ 集まれ！
元気もんフェア ”にて、八
女市食生活改善推進会で
配布した手作りクッキーで
す。食材を八女産にこだ
わって作り大好評でした。

【材料】（30個分）　
◦おから（八女産）
＝100ｇ
◦薄力粉（八女産）
＝100ｇ
◦ベーキングパウダー

（アルミ不使用）
＝小さじ１／２
◦バター（室温に戻して
おく）＝90ｇ
◦きび砂糖＝90ｇ1

◦鶏卵（八女産）＝１個 
◦抹茶（八女産・製菓用）
＝小さじ１

⑤混ぜ合わせた生地
を30等分にわけ、丸め
て形を整える。
⑥予熱したオーブンで
170 ～180℃で13 ～15
分焼く。

Ａ
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用語の説明
▷〇歳未満とは・・・誕生日の前日まで
▷至るまでの間とは・・・誕生日の前日まで
▷おおむね１年とは・・・11か月～ 13 か月

27日以上

27日以上

27日以上

27日以上

27日以上

１歳までに

2歳までに

7か月以上

1歳すぎて60日以上

6日以上

♥上の表の中の「法で定められた対象年齢」とは公費（無料）
で接種できる年齢であり、「標準的な接種時期」とは「法で
定められた対象年齢」の中で望ましい時期（年齢）です。
♥注意事項
①接種当日は、「母子健康手帳」を持参してください。
② 「予防接種問診票」は家庭で記入していきましょう。
③小冊子「予防接種と子どもの健康」をよく読んでください。

【予防接種メニュー表】

種別
０
か
月

１
か
月

２
か
月

３
か
月

４
か
月

５
か
月

６
か
月

１
歳
２
歳
３
歳
４
歳
５
歳
６
歳
７
歳
８
歳
９
歳

10
歳

11
歳

12
歳

13
歳

14
歳

15
歳

16
歳 接種回数 標準的な

接種時期
法で定められた

対象年齢

B型肝炎
対象＝Ｈ２８年４月１日
以降に生まれた子ども

３回（27日以上の間隔で２回、
１回目の注射から139日以上
の間隔をおいて３回目を接種

生後2か月～ 9か月
に至るまで

生後1歳に
至るまでの間

Hib（ヒブ）
インフルエ
ンザ菌b型

初回 27日以上の
間隔で3回

生後2か月～ 7か月
に至るまで 生後2か月～ 5歳に

至るまで
（接種開始時期で
回数が異なります）追加 １回

初回3回終了後、
7か月以上の間隔を

おいて

小児用
肺炎球菌

初回 27日以上の
間隔で3回

生後2か月～ 7か月
に至るまで 生後2か月～ 5歳に

至るまで
（接種開始時期で
回数が異なります）追加 1回

（1歳過ぎて）
初回3回終了後60日
以上の間隔をおい

て1歳以降
ＢＣＧ 1回 生後5か月～ 8か月

に達するまで
生後1歳に

至るまでの間
四種混合 
ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ　

初回 20日以上の間隔
をおいて3回

生後3か月～1歳に
達するまで 生後3か月～ 7歳半

に至るまでの間
追加 1回

初回3回終了後
1年 ～1年半に

達するまで
二種混合
ジフテリア・破傷風 1回 小学校6年生 11歳～ 13歳未満

麻しん
風しん
混合

（MR）

1期 1回 1歳～ 2歳に至るまでの間

2期 1回 ※5歳～ 7歳未満で小学校就学前の
1年間（注意：年長児が対象です）

水痘
1回目 1回 生後1歳から1歳3か

月に達するまで １歳～ 3歳に
至るまでの間

2回目 1回 1回目終了後6か月～
1年の間隔をおいて

日本脳炎

１期
初回

6日以上の間隔
をおいて2回 3歳

生後6か月～ 7歳半
に至るまでの間１期

追加 1回
初回2回終了後

おおむね1年間の
間隔をおいて

2期 1回 9歳～10歳 9歳～13歳未満

子宮頸がん
予防ワクチン

３回                     
中学１年 小学6年生～高校1

年相当の女子

 ★ ★ 　　　★

 ★ ★ ★

    ★  ★  ★

★

★

★

       ★

 ★

 ★ ★

★

★

★

★

★★★ ※ワクチンの種類によっ
て間隔が違います

 ★ 初回終了後、7か月以上あける

初回終了後、60日以上あける

初回終了後、1年～1年半

初回終了後、おおむね1年おく

ヒブ
初回①

【ヒブ】

【小児用肺炎球菌】

【生ワクチン】

【不活化ワクチン】

肺炎球菌
初回①

BCG、麻しん・風し
ん混合、水痘

B型肝炎、ヒブ、肺炎球菌、
四種混合、二種混合、日本脳炎、
子宮頸がん予防ワクチン

次の接種

次の接種

肺炎球菌
初回②

肺炎球菌
初回③

肺炎球菌
追加④

ヒブ
初回②

ヒブ
初回③

ヒブ
追加④

同じ種類のワクチンを複数回接種する場合の間隔

異なった種類のワクチンを接種する場合の間隔

6日以上
約1年

【日本脳炎】

日本脳炎
1期初回①

日本脳炎
1期初回②

日本脳炎
1期追加

3歳になるまでに
6か月～ 1年

【水痘】

水痘① 水痘②

20日以上 20日以上 1年～ 1年半
【四種混合】

四種混合
1期初回①

四種混合
1期初回②

四種混合
1期初回③

四種混合
1期追加

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

⃝問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎２３・１３５２）

１回目の注射から139日以上
※2回目と3回目は最低
6日以上空ける

【B型肝炎】

B型肝炎① B型肝炎② B型肝炎③
27日以上

 ★ ★ ★

1回目と2回目の間隔27日以上、1回目と3回目の間隔139日以上

１歳までに

★ 
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♥
【予防接種受託病・医院】

病医院名 電話
予防接種の種類

B 型
肝炎

Hib
（ヒブ）

肺炎
球菌 ＢＣＧ 四種

混合
二種
混合

麻しん
風しん
混合

水痘 日本
脳炎

子宮頸
がん予防
ワクチン

麻生医院（宅間田） 23・5800 ● ● ● ●

池田レディスクリニック（本村） 23・5555 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

いしもと小児科医院（岩崎） 22・7111 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

井上クリニック（本町） 30・2020 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

大内医院（酒井田） 24・1398 ● ● ● ● ● ● ● ●

城戸医院（鵜池） 23・5303 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

草場内科循環器科医院（納楚） 23・5171 ●

黒岩外科医院（本町） 23・2858 ● ● ● ●

公立八女総合病院（高塚） 23・4131 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ごんどう内科クリニック（山内） 23・3010 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

東医院（本町） 23・5212 ● ● ● ● ●

藤本産婦人科小児科（本町） 23・2733 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

戸次循環器科内科医院（馬場） 22・3100 ● ● ● ● ● ● ● ●

柳病院（吉田） 23・2176 ● ● ●

山田医院（本町） 23・4853 ● ● ● ● ● ● ● ●

よしだ胃腸内科クリニック（室岡） 23・3806 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

吉山クリニック（稲富） 30・2200 ●

今村循環器内科（黒木町） 33・2115 ● ● ● ● ● ● ●

クリニックくろぎ（黒木町） 42・0887 ● ● ●

冨田医院（黒木町） 42・0173 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

中島医院（黒木町） 42・0235 ● ● ● ● ●

原医院（黒木町） 42・0336 ● ● ● ● ●

岡村医院（立花町） 23・2770 ● ●

たちばな森の里クリニック（立花町） 35・1000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

中村内科医院（立花町） 37・1601 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

林医院（立花町） 23・5557 ● ●

みやざき内科（立花町） 37・0008 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

後藤内科医院（上陽町） 54・2221 ● ● ● ● ● ● ● ●

しばた医院（上陽町） 33・7373 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

山口医院（星野村） 52・3131 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

矢部診療所（矢部村） 47・2700 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

♥病・医院によっては、接種日・時間が決まっていますので、必ず事前に電話で予約をして接種してください。
♥福岡県内の病・医院で接種ができます。病・医院によっては、予防接種できるものとできないものがありますので
電話で確認してください。

予防接種を受けましょう平成
29年度

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

感染症には、乳幼児の命にかかわるものや後遺症を残すおそれのあるものがいまだに多くあり
ます。予防接種は、感染症から命を守るための予防手段ですので、きちんと受けましょう。
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日にち・会場 時　間 科　　　目 講　　　　　師

基
本
研
修

5 月15 日㈪
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 ①対人援助の価値と倫理
「地域みんながサポーター」

地域子育て支援センター運営委員会委員長
子育てアドバイザー　高田悦也さん

13:00~14:00 ②子ども子育て家庭の現状 やめっこ未来館施設長　平嶋信作さん

14:00~15:00 ③子どもの発達
公立保育所長　井上康子さん

15:00~16:00 ④保育の原理

5 月16 日㈫
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~11:00 ⑤児童虐待と社会的養護 家庭児童相談室　高倉優子さん

11:00~12:00 ⑥子どもの家庭福祉 子育て支援課子ども家庭係

13:00~15:00 ⑦子どもの障害
「気がかりな子どもの関わり方」

福岡県発達障害者支援センター「あおぞら」
センター長　公文眞由美さん

⑧総合演習 レポート提出
　
　
　
　
　
　

専
門
研
修
（
地
域
保
育
コ
ー
ス
）

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業

5 月 22 日㈪
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~11:00 ①事業の概要
やめっこ未来館支援センター長　室園直美さん
まかせて会員 鴫山忠昭さん11:00 ～12:30 ②事業における依頼会員への対応

13:30~15:30 ③事業の援助内容

随時 ④活動の実際 実習・体験

共
通
科
目

5 月 29 日㈪
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 ①心肺蘇生法 日本赤十字　福岡支社

13:00~14:30 ②乳幼児の発達と心理 健康推進課　保健師 

14:30~15:30 ③乳幼児の食事と栄養 健康推進課　管理栄養士　
5 月 30 日㈫
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 ④小児保健Ⅰ⑤小児保健Ⅱ 医師　姫野和家子さん

13:00~14:30 ⑥乳幼児の生活と遊び 公立保育所長　塚本光枝さん

6 月 6 日㈫
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~11:30 ⑦グループ討議 参加者全員

11:30~12:30 ⑧八女市の制度について 子育て支援課

13:30~15:00 ⑨特別に配慮を要する子どもへの
対応

福岡県発達障害者支援センター「あおぞら」
センター長　公文眞由美さん

6 月 9 日㈮
やめっこ未来館
学習室２・３

9:00~10:00 ⑩地域保育の環境整備
九州大谷短期大学幼児教育学科教授
　　末嵜雅美さん10:00~11:00 ⑪安全確保とリスクマネジメント

11:00~12:30 ⑫保育者の職業倫理と配慮事項

一
時
預
か
り
事
業

6 月12 日㈪
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 ①事業の概要  ②運営

13:00~16:30 ③事業の保育内容
④保護者への対応

やめっこ未来館支援センター
　　松尾聡美さん

随　時 ⑤見学実習オリエンテーション
⑥見学実習（２日以上）

やめっこ未来館支援センター長
　　室園直美さん

平成29年度
「子育て支援員」養成講座

※都合により講師・時間の変更がある場合があります。

子どもたちの笑顔を地域の皆さんで育んでいきませんか？
講座に興味関心のある方、どなたでも参加できます。

○基本研修＋専門研修（ファミサポ事業）の講習を全科目受けると、
　やめファミリー・サポート・センターに登録し活動していただけます。
○基本研修＋専門研修（共通科目＋ファミサポ事業）の全科目を受講
　修了すると全国で通用する「子育て支援員（ファミサポ事業」）とし
　て認定されます。

【申込・問い合わせ】
八女市子育て支援総合施設やめっこ未来館

☎２４・８８１４／O２４・８８１５
やめファミリー・サポート・センター
　 ☎２３・１５４６

子育て支援や保育に興味関心のある人が
国の定めた一定の研修を受け、「子育て支
援員」として認定され、保育士の資格が
なくても子育て支援の様 な々場での活動

ができる制度です。
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後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
被
保

険
者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重

症
化
の
予
防
等
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す
。
被
保
険
者
へ
、
4
月
下
旬
に

受
診
票
と
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

◦
受
診
対
象
者
＝
被
保
険
者
。
た
だ
し
、
健

康
診
査
の
目
的
か
ら
、
生
活
習
慣
病
（
※
）

の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
者
と

な
り
ま
せ
ん
。※
生
活
習
慣
病
と
は
、糖
尿
病
、

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
そ
の
他
の
疾
病
で
、

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

◦
受
診
期
間
＝
平
成
29
年
4
月
下
旬
か
ら
平

成
30
年
3
月
31
日
ま
で
（
年
1
回
）

◦
受
診
票
の
送
付
時
期
＝
ア
平
成
29
年
4
月

末
現
在
で
被
保
険
者
の
方
…
…
4
月
下
旬

イ
平
成
29
年
5
月
以
後
に
被
保
険
者
と
な
る

方
…
…
被
保
険
者
と
な
る
月
（
75
歳
の
誕
生

月
な
ど
）
の
上
旬

◦
受
診
時
の
自
己
負
担
金
＝
一
人
５
０
０
円

◦
受
診
の
方
法
＝
健
康
診
査
の
実
施
医
療
機
関

で
個
別
に
予
約
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合 

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
２
６
５
１
・
３
１
１
１

O
０
９
２
６
５
１
・
３
９
０
１

http://w
w

w.fukuoka-kouki.jp/

▽
八
女
市
役
所 

市
民
課
公
費
医
療
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

【
部
長
級
】
▽
企
画
振
興
部
長 

井
手
勇
一
（
企
画
財
政
課
長
）

▽
市
民
福
祉
部
長 

坂
井
明
子
（
秘
書
広
報
課
長
）
▽
新
社

会
推
進
部
長 

松
尾
一
秋
（
地
域
振
興
課
長
）
▽
教
育
次
長 

永
溝
弘
幸
（
福
岡
県
）

【
課
長
級
】
▽
秘
書
広
報
課
長 

馬
場
浩
義
（
地
域
振
興
課
課

長
補
佐
兼
町
並
み
景
観
係
主
任
）
▽
企
画
財
政
課
長 

石
井
稔

郎
（
人
事
課
長
）
▽
地
域
振
興
課
長 

平
武
文
（
地
域
振
興

課
課
長
補
佐
兼
定
住
対
策
係
主
任
）▽
人
事
課
長 

原
亮
一（
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽
市
民
課
長 

栗
秋
克
彦
（
文
化
振

興
課
長
）▽
子
育
て
支
援
課
長 

平
島
英
敏（
農
業
振
興
課
長
）

▽
介
護
長
寿
課
長 

平
島
隆
夫（
人
権
・
同
和
教
育
課
長
）
▽

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
長 

山
口
昭
弘
（
介
護
長
寿
課

長
）
▽
文
化
振
興
課
長 

持
丸
末
喜
（
学
校
教
育
課
長
）
▽

建
設
課
長 

山
口
英
二
（
土
木
災
害
復
旧
室
長
）
▽
都
市
計
画

課
長 

原
寿
之
（
建
設
課
課
長
補
佐
兼
道
路
・
河
川
係
主
任
）

▽
農
業
振
興
課
長 

原
信
也
（
黒
木
支
所
総
務
課
長
）
▽
林

業
振
興
課
長 

若
杉
信
嘉
（
林
業
振
興
課
参
事
補
佐
兼
林
政

係
長
）
▽
上
下
水
道
局
長 

溝
上
啓
之
（
上
下
水
道
局
参
事
補

佐
兼
下
水
道
総
務
係
長
）
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長 

葉

山
多
恵
子（
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
長
）
▽
監
査
事
務

局
長 

坂
本
英
明 （
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
▽
農
業
委
員

会
事
務
局
長 

牛
島
憲
治
（
林
業
振
興
課
参
事
補
佐
兼
新
産

業
創
出
係
長
）
▽
学
校
教
育
課
長 

藤
木
春
美
（
監
査
事
務

局
長
）
▽
人
権
・
同
和
教
育
課
長 

橋
本
秀
樹
（
子
育
て
支
援

課
参
事
補
佐
兼
こ
ど
も
家
庭
係
長
）
▽
黒
木
支
所
長 

井
上
秀

樹（
林
業
振
興
課
長
）▽
矢
部
支
所
長 

江
田
秀
博（
建
設
課
長
）

▽
星
野
支
所
長 

江
頭
弘
之
（
星
野
支
所
建
設
経
済
課
長
）

平
成
29
年
３
月
31
日
付
退
職

【
部
長
級
】
▽
小
波
慶
一
郎
（
市
民
福
祉
部
長
）
▽
室
園
哲
也

（
新
社
会
推
進
部
長
）

【
課
長
級
】
▽
井
上
寿
代
（
市
民
課
長
）
▽
平
嶋
智
子
（
子

育
て
支
援
課
長
）
▽
末
次
隆
治
（
都
市
計
画
課
長
）
▽
榊
慎

一
（
上
下
水
道
局
長
）
▽
藤
田
良
德
（
黒
木
支
所
長
）
▽
江

田
伸
一
郎
（
矢
部
支
所
長
）
▽
井
上
茂
美
（
星
野
支
所
長
）

500円

市
役
所
の
人
事
４
月
１
日
付
※
（　

）
内
は
旧

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

八　

女

黒岩外科医院 本町 23・2858
山田医院 本町 23・4853
藤本産婦人科小児科 本町 23・2733
井上クリニック 本町 30・2020
東医院 本町 23・5212
三浦医院 本町 23・3928
江上内科クリニック 本町 24・0113
池田レディスクリニック 本村 23・5555
吉山クリニック 稲富 30・2200
公立八女総合病院 高塚 23・4131
大内医院 酒井田 24・1398
城戸医院 鵜池 23・5303
よしだ胃腸内科クリニック 室岡 23・3806
なかしま胃腸科 蒲原 25・6200
富田クリニック 蒲原 24・4810
麻生医院 宅間田 23・5800
八女リハビリ病院 吉田 23・7272
中野内科循環器科 吉田 25・3010
柳病院 吉田 23・2176

八
女

戸次循環器科内科医院 馬場 22・3100
草場内科循環器科医院 納楚 23・5171
下津浦医院 津江 22・2564
川﨑病院 津江 23・3005
八媛病院 本 22・4176
ごんどう内科クリニック 山内 23・3010

上
陽

後藤内科医院 北川内 54・2221
しばた医院 北川内 33・7373

立
花

みやざき内科 谷川 37・0008
辺春診療所 上辺春 36・0010
中村内科医院 谷川 37・1601
岡村医院 北山 23・2770
林医院 山崎 23・5557

黒
木

今村循環器内科 本分 33・2115
冨田医院 黒木 42・0173
クリニックくろぎ 今 42・0887
中島医院 本分 42・0235

矢部 矢部診療所 矢部 47・2700
星野 山口医院 十籠 52・3131

▽健康診査実施機関一覧表
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共
働
き
夫
婦
の
夫
の
１
日
の
平
均
家
事
労

働
時
間
は
39
分
、
妻
は
４
時
間
53
分
で
す
。

男
性
の
家
事
育
児
は
手
伝
う
も
の
で
は
な
く
、

シ
ェ
ア
す
べ
き
も
の
。
男
の
家
事
育
児
が
少
な

い
の
を
社
会
的
な
問
題
と
す
べ
き
で
す
。

　

日
本
中
の
林
業
者
が
植
林
を
し
な
い
林
業

者
と
植
林
を
す
る
林
業
者
に
分
か
れ
競
争
し

た
と
し
た
ら
、
絶
対
植
林
を
し
な
い
林
業
者

が
勝
ち
ま
す
。
植
林
を
し
な
い
林
業
者
は
、

相
手
が
植
林
を
し
て
い
る
と
き
に
木
を
切
れ

る
。
工
賃
が
同
じ
で
あ
っ
た
ら
た
く
さ
ん
木
が

切
れ
る
か
ら
、
植
林
を
し
な
い
林
業
者
の
木

が
安
く
な
り
ま
す
。
消
費
者
が
何
も
知
ら
な

け
れ
ば
植
林
を
し
な
い
林
業
者
の
木
の
み
が

売
れ
、
植
林
を
す
る
林
業
者
は
や
が
て
倒
産

し
て
い
き
ま
す
。
日
本
中
の
山
林
は
植
林
を

し
な
い
林
業
者
の
み
に
な
り
、
30
年
く
ら
い
か

け
て
日
本
中
の
山
林
が
は
げ
山
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
は
げ
山
に
な
っ
て
保
水
力
を
失
っ
た

山
林
か
ら
大
水
害
と
い
う
形
で
、
30
年
間
植

林
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
の
ツ
ケ
を
一
気
に

払
わ
さ
れ
ま
す
。
植
林
を
す
る
林
業
者
の
高

い
木
を
１
本
1
本
買
う
こ
と
で
、
30
年
後
の

大
水
害
を
防
ぐ
コ
ス
ト
を
積
み
立
て
て
い
た
の

で
す
。
環
境
に
優
し
い
商
品
と
い
う
の
は
様
々

な
諸
経
費
ま
で
含
み
ま
す
か
ら
値
段
が
高
い
。

値
段
が
高
い
け
れ
ど
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
た
ち
に
は
そ
の
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

植
林
を
子
育
て
、
林
業
者
を
労
働
者
と
替

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
子
育
て
を
し
な
い
労
働

者
と
子
育
て
を
す
る
労
働
者
が
競
争
す
る
と

ど
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
の
か
。
子
ど
も
を
産

む
産
ま
な
い
は
個
人
の
自
由
で
す
が
、
就
学

前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
で
は
、
夫
の
育
児
時

間
は
37
分
、
妻
は
３
時
間
15
分
で
す
。
こ
れ

が
植
林
の
コ
ス
ト
で
す
。
企
業
が
人
を
雇
う
時

に
、
女
性
の
と
き
だ
け
３
時
間
15
分
を
意
識

し
、
男
性
の
時
は
37
分
で
済
む
と
思
っ
て
し
ま

う
。
植
林
（
子
育
て
）
の
コ
ス
ト
は
企
業
か
ら

見
る
と
女
性
労
働
者
の
み
の
肩
の
上
に
加
算

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
女
性
を
雇
っ
た

ら
残
業
は
さ
せ
ら
れ
な
い
、
子
ど
も
が
熱
を
出

し
た
ら
保
育
所
に
駆
け
つ
け
る
。
日
本
中
の

企
業
が
そ
う
だ
と
、
ど
う
い
う
こ
と
が
起
き
る

か
。
働
く
人
に
正
当
に
子
育
て
の
コ
ス
ト
が
還

元
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
ず
っ
と
続
き
、
最
終

的
に
は
日
本
中
が
は
げ
山
に
な
る
。
こ
れ
が
少

子
化
と
い
う
現
象
で
す
。
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
な
働
き
方
が
成
立
し
て
い
な
い
か
ら
、
長
期

的
に
社
会
が
成
り
立
っ
て
い
か
な
い
。
少
子
化

と
は
そ
の
よ
う
な
危
険
信
号
。
だ
か
ら
、家
事・

育
児
は
女
性
の
問
題
で
は
な
く
、
男
性
も
育

児
休
業
を
と
る
べ
き
だ
と
い
う
持
論
で
す
。

植
林
を
す
る
林
業
者
と
、し
な
い
林
業
者

少子高齢化社会にあった新しい働き方を
3 月 20 日㈷、おりなす八女で男女共同参画都市宣言 10 周年記念講演会が
開催されました。記念式典のあとオープニングセレモニーとして姉妹都市・
韓国巨済市との男女共同参画交流事業の報告がありました。講演会では瀬
地山角さんのおもしろく分かりやすい話に、時には笑い、時には涙ぐみなが
ら熱心に聞き入りました。講演の内容の一部を紹介します。

1963 年生まれ。奈良県出身。東京
大学大学院総合文化研究科教授。
10 年間 2 人の子どもの保育園送迎を
一手に担い、今でも毎日の夕食づく
りを担当するジェンダー論の研究者。
子連れで渡米し、父子家庭も経験し
た。日本テレビ「世界一受けたい授業」
の東大生 100 人へのアンケートで東
大の人気講義№ 1に選ばれた。抱腹
絶倒の講義で全国を行脚中。

瀬
せ

地
ち

山
やま

 角
かく

さん

八女市男女共同参画都市宣言 10 周年記念講演会

　市内で活躍する4 人の皆さん
をパネリストに「過去 10 年の
歩みとこれからの 10 年に向け
て」をテーマに、パネルディス
カッションがありました。パネ
ラーからは「八女市における男
女共同参画の取り組み」「子ど
もの貧困問題」「役職の長に女
性が就任するにはどうしたらよ
いか」「地域も少しずつ男女の
固定観念が変わってきている」
などの話と、問題提起がありま
した。全員でこれから八女市の
男女共同参画を進めていくこと
を確認しました。

第 2 部パネルディスカッション八女市男女共同参画都市宣言
八女市の男女共同参画推進に
ついて意見を交換

市民一人ひとりが  いつでも  どこでも
　お互いに人権を尊重し　認め合い

男女が共に参画する社会をつくります。
それぞれが社会の対等な構成員として

自覚と自立　意思と責任のもと
個性と能力を発揮します。

男女が思いやり　協力し合い
新しい息吹をはぐくみ

次世代に誇れる
元気なまちを築きます。

ここに八女市は
「男女共同参画都市」を宣言します。

平成 19 年 3 月 24 日　

［パネリスト］ 鎌田久義さん（八女市副市長）、 下
川京子さん（男女が輝くネットワーク八女代表）、 
松尾和昭さん（八女市小中学校 PAT 連合会会
長）、 内田理恵さん（ほたると石橋の館館長）

［コーディネーター］狩野啓子さん（八女市男女共同参
画推進審議会会長）［アドバイザー］瀬地山角さん
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八
女
市
で
は
、
市
内
で
新
規
創

業
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象

に
補
助
制
度
を
創
設
し
、
八
女
市

商
工
会
お
よ
び
八
女
商
工
会
議
所

と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
商
工
観
光
課
商
工

振
興・企
業
誘
致
推
進
係（
☎
２
３・

１
５
９
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
こ
の
補
助
制
度
の
活
用
は
、

左
記
の
創
業
塾
を
受
講
さ
れ
る
こ

と
が
申
請
要
件
で
す
。
本
年
度
中

に
創
業
さ
れ
な
く
て
も
、
事
前
に

受
講
い
た
だ
く
こ
と
で
、
次
年
度

の
創
業
時
期
に
選
択
肢
が
広
が
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
講
さ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

創
業
に
お
け
る
知
識
習
得
や
新

規
開
業
時
の
具
体
的
な
事
業
計

画
・
資
金
計
画
の
立
て
方
、
実
践

的
な
経
営
な
ど
、
必
要
な
知
識
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
開
催
す
る
短

期
集
中
型
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

◦
開
催
日
時
＝
5
月
20
日
㈯
9
時

～
17
時
、
21
日
㈰
9
時
～
17
時
※

２
日
間
と
も
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
場
所
＝
黒
木
支
所
大
会
議
室（
黒

木
町
今
１
３
１
４
番
地
1
）

◦
講
師
＝
中
小
企
業
診
断
士
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
、
八
女
市
商
工

会
、
八
女
商
工
会
議
所
、
八
女
市

◦
受
講
料
＝
２
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

◦
定
員
＝
20
人
程
度

◦
対
象
者
＝
新
規
創
業
を
計
画
中

の
人
で
代
表
者
に
な
る
人
、
創
業

１
年
未
満
の
代
表
者

※
個
人
の
場
合
は
代
表
者
、
法
人

の
場
合
は
代
表
取
締
役
ま
た
は
経

営
権
を
持
つ
役
員

◦
持
参
品
＝
筆
記
用
具
・
計
算
機
・

エ
ク
セ
ル
が
使
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

◦
受
講
特
典
＝
①
２
日
間
受
講
さ

れ
た
人
に
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

②
２
日
間
受
講
さ
れ
た
人
で
、
市

が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
新
規
創
業
補
助
金
等
の
申
請

資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
創
業
済
み
の
人
は
対
象
外
）

③
八
女
市
商
工
会
、
八
女
商
工
会

議
所
に
よ
る
創
業
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
特
定
創
業
支
援
事
業
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
も
兼
ね
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
必
ず
申
込

時
に
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
受
講
問
い
合
わ
せ
＝
▽

八
女
市
商
工
会
（
☎
４
２
・
０
１

５
３
）
▽
八
女
商
工
会
議
所
（
☎

２
２
・
５
１
６
１
）

八
女
創
業
塾
の
受
講
生
募
集
！

　

征
西
府
は
唯
一
成
功
し
た
軍
事

拠
点
で
す
。
全
国
的
に
は
幕
府
側

が
圧
倒
的
に
有
利
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
九
州
は
特
別
で
し
た
。

九
州
は
南
朝
か
ら
独
立
し
た
存
在

で
あ
っ
た
の
か
、
南
朝
の
出
先
機
関

で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
懐
良
親

王
は
後
醍
醐
天
皇
か
ら
す
べ
て
の
権

限
を
も
ら
っ
て
九
州
に
下
向
し
ま
し

た
。
幼
い
親
王
を
支
え
た
の
は
五
條

頼
元
。
非
常
に
有
能
な
人
物
だ
っ

た
よ
う
で
、
頼
元
の
手
腕
が
の
ち
の

ち
の
勢
力
拡
大
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
九
州
武
士
団
に
は
「
都
で

何
が
あ
っ
て
も
九
州
に
は
関
係
な

い
」
と
い
う
九
州
の
気
質
が
あ
っ
て
、

征
西
府
は
こ
の
よ
う
な
指
向
性
を

持
っ
た
武
士
団
を
自
勢
力
に
取
り

込
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
懐
良
親
王
の
発
給

文
書
が
公
家
の
文
書
か
ら
武
家
の

文
書
へ
と
近き

ん

似じ

し
て
い
き
ま
す
。
親

王
は
自
ら
を
「
親
王
で
あ
る
け
れ
ど

も
武
士
の
長
で
も
あ
る
」
と
い
う
意

識
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
九
州
の
武
士
団
も
、
だ
か
ら

懐
良
親
王
に
つ
い
て
い
こ
う
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
筑
後
川
の
戦
い
で

勝
利
し
、
大
宰
府
入
り
し
た
の
ち
、

元
が
滅
亡
し
て
明
が
建
国
さ
れ
ま

し
た
。
明
の
洪
武
帝
が
朝
貢
（
※
）

を
打
診
し
た
の
は
征
西
府
。
征
西

府
の
懐
良
親
王
こ
そ
が
明
が
認
め

た
日
本
国
王
で
あ
っ
た
の
で
す
。
大

変
残
念
な
こ
と
に
、
懐
良
親
王
は

そ
の
後
今
川
了
俊
か
ら
大
宰
府
を

追
わ
れ
て
し
ま
い
、
勢
力
を
失
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

親
王
の
朝
貢
は
あ
り
得
な
い
と

い
う
の
が
長
ら
く
定
説
で
し
た
が
、

あ
っ
た
と
い
う
説
が
昭
和
63
年
に

村
井
章
介
に
よ
り
発
表
さ
れ
ま
す
。

征
西
府
は
、
明
と
い
う
巨
大
な
後

ろ
盾
を
得
て
幕
府
に
対
抗
で
き
る
、

明
と
の
貿
易
に
よ
り
経
済
的
な
基

盤
の
充
実
が
期
待
で
き
る
と
考
え

る
と
、
私
は
朝
貢
は
あ
っ
た
説
が
正

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

南
朝
か
ら
大
幅
な
権
限
委
任
を
受

け
た
征
西
府
は
、
征
西
府
を
越
え

た
道
を
歩
み
始
め
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
九
州
独
立
国
家
を
目
指

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
。
実
際

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
私
は
懐
良
親
王
の
時
勢
を
み

る
力
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

九州文化財研究所 研究部長
九州大学 学術研究者

花岡  興史さん

征
西
将
軍
府
は
独
立
国
家
だ
っ
た
の
か

「
八
女
市
新
規
創
業
補
助
金
」
の
申
請
や

新
規
創
業
資
金
等
の
借
り
入
れ
予
定
の
皆
様
へ

新たな
補助制度を

活用ください

懐
かね

良
なが

親王635回忌法要営まれる
　征西将軍懐良親王の命日に当たる 3 月 27 日㈪、懐良親王顕
彰会（高木良之会長）の主催により星野村の大円寺で追善法要
が営まれました。法要には熊本県菊池市の原田教育長、奈良県
吉野町の如意輪寺加島副住職も臨席。読経が流れる中、参列者
は焼香をし、600 有余年の歳月を経て親王を偲びました。法要の
あと、九州大学学術研究者の花岡興史さんの講演があり、皆さ
ん興味深く聞き入っていました。講演の内容を一部ご紹介します。

※中国の皇帝に対して 周辺国の君主が貢物を捧げること
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県
の
施
策
・
制
度
な
ど
に
つ

い
て
ご
意
見
・
ご
提
案
い
た
だ
く

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

◦
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
の
18

歳
以
上
の
人
（
平
成
29
年
４
月

1
日
現
在
）
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
人
※
国
・
地
方

公
共
団
体
の
議
員
・
常
勤
公
務

員
、
平
成
27
・
28
年
度
県
政
モ

ニ
タ
ー
経
験
者
除
く
。

◦
募
集
人
員
＝
４
０
０
人

◦
任
期
＝
委
嘱
日
～
平
成
30
年

３
月
末

◦
活
動
内
容
＝
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

（
８
回
程
度
）、
県
政
へ
の
ご
意
見

◦
謝
礼
＝
活
動
状
況
に
応
じ
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
（
上
限
３
千
円
）

◦
応
募
方
法
＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
申
請
、電
子
メ
ー
ル
に
て
。

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は 

①
住
所

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
電
話

番
号 

④
年
齢 

⑤
性
別 

⑥
職
業

言
自
治
体
協
議
会
（
事
務
局 

長

崎
市
平
和
推
進
課
）
主
催
。

◦
日
時
＝
８
月
８
日
㈫
～
11
日
㈷

◦
場
所
＝
長
崎
市
内
（
長
崎
原

爆
資
料
館
等
）

◦
対
象
＝
小
学
４
～
６
年
生
と

そ
の
保
護
者
（
全
国
で
18
組
※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◦
申
込
＝
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
応
募
要
領
を
参
照
の
う
え
、

５
月
８
日
㈪
ま
で
に
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.nucfreejapan.
com

/
https://w

w
w

.facebook.
com

/nucfree

※
長
崎
へ
の
旅
費
は
支
給
し
ま

す
。
参
加
決
定
者
に
は
、
事
前

課
題
、
滞
在
中
の
記
事
作
成
等

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
長
崎
市
平
和

推
進
課
（
☎
０
９
５
・
８
４
４
・

９
９
２
３
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

等
の
荷
台
で
販
売
す
る
軽
ト
ラ

市
を
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
出
店
者

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

◦
日
時
＝
4
月
23
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
観
光
物
産
館
と
き
め

き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　

八
女
手
漉
き
和
紙
を
使
っ
た
、

八
女
出
身
・
在
住
作
家
く
ろ
く

も
舎
に
よ
る
異
色
作
品
の
数
々
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料

◦
日
時
＝
４
月
27
日
㈭
～
５
月

７
日
㈰
、
９
時
～
17
時
※
最
終

日
16
時
ま
で

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

【
切
り
絵
体
験
】

『
切
り
絵
の
小
さ
な
灯
り
作
り
』

◦
５
月
３
日
㈷
14
時
ス
タ
ー
ト

／
定
員
５
人
／
参
加
費
６
千
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
５
月
５
日
㈷
10
時
～

16
時

◦
場
所
＝
筑
後
広
域
公
園
プ
ー
ル

（
み
や
ま
市
瀬
高
町
本
郷
２
６
５
５
）

◦
対
象
＝
３
歳
以
上
～
中
学
生

以
下
と
そ
の
保
護
者

◦
料
金
＝
無
料
（
２
時
間
以
内
）

ロ
ッ
カ
ー
代
50
円
別
途
必
要

◦
必
需
品
＝
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
、
水
着
・
タ
オ
ル
※
忘
れ
た
場

合
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
広
域
公

園
振
興
事
業
団
（
☎
０
９
４
４
・

８
５
・
８
１
５
０
）

◦
日
時
＝
５
月
19
日
㈮
、
26
日

㈮
、
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
一
般
３
０
０
円
、
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

①
◦
日
時
＝
５
月
13
日
㈯
10
時

～
15
時

◦
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
賑
わ

い
空
間
広
場
（
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
中
央
街
１
‐
１
）

◦
内
容
＝
▽
ま
ち
の
保
健
室
（
骨

密
度
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
、

体
脂
肪
量
測
定
、
健
康
相
談
）

▽
進
路
・
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
▽

女
性
の
か
ら
だ
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

▽
看
護
の
日
の
Ｐ
Ｒ
▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
と

救
急
蘇
生
―
実
演
▽
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
シ
ョ
ー
他

②
◦
日
時
＝
５
月
13
日
㈯
12
時

～
16
時

◦
場
所
＝
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

◦
内
容
＝
▽
看
護
職
員
知
事
表

彰
式
▽
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発

表
▽
講
演
「
誰
も
が
地
域
で
と

も
に
暮
ら
す
た
め
に
～
富
士
山

型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
23
年
～
」
講

師 
惣
万
佳
代
子
さ
ん

①
②
と
も
参
加
費
は
無
料
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
福
岡

県
看
護
協
会
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
６
３
１
・

１
２
２
１
）

　

長
崎
で
原
爆
の
被
害
や
平
和

の
大
切
さ
を
学
び
、
新
聞
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
日
本
非
核
宣

ふらっち広場からのお知らせ
☀場所＝八女市本町178（旧きんぷく亭）
☀ふらっち広場（☎ 24・3022）
11 時～ 17 時開館／月曜日休館

★映画鑑賞※内容は未定
◦日時＝ 4 月 23 日㈰ 13 時～
◦参加費＝無料

★外出「黒木大藤まつり｣
◦日時＝ 4 月 29 日㈷ 11 時ふらっち
広場出発◦参加費＝ 100 円
★お菓子作り「みたらし団子」
◦日時＝ 5 月 7 日㈰ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円
★アロマテラピー講座
　「サードメディスンチェック＆アロ
　マハンドマッサージ
◦日時＝ 5 月 13 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 300 円
■ 各イベントは要予約。簡単な工作・
手芸もできます。お気軽に来館くだ
さい。

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

松
原
真
紀 

切
り
絵
展
「
白び
ゃ
く
や夜
」

こ
ど
も
の
日
プ
ー
ル
開
放
デ
ー

親
子
記
者

平
成
29
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

平
成
29
年
度

「
看
護
の
日
の
つ
ど
い
」

短
期
子
ど
も
体
操
教
室
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問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
県
税

事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

１
０
７
８
）

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た

め
電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
掲

揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

万
一
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電
線

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取

ろ
う
と
せ
ず
お
近
く
に
九
州
電

力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
連
絡
先
＝
九
州
電
力
㈱
八
女

営
業
所
（
☎
０
１
２
０・９
８
６・

２
１
０
）
通
話
料
無
料

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
財
・ 

福
岡
県
農
業
振
興
推
進
機
構
）

を
通
じ
て
、
農
地
の
貸
借
を
行
い

ま
せ
ん
か
。
農
地
中
間
管
理
機

構
は
、
農
地
を
貸
し
た
い
出
し

手
か
ら
、
規
模
拡
大
な
ど
を
行

い
た
い
受
け
手
（
担
い
手
）
へ
の

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め

る
た
め
、
農
地
の
中
間
的
受
け

皿
と
な
る
組
織
で
す
。
同
機
構

は
公
的
機
関
で
す
の
で
、
農
地
の

出
し
手
は
、
確
実
に
賃
料
が
振

り
込
ま
れ
て
安
心
で
す
。
全
農

地
（
10
㌃
未
満
の
自
作
地
を
除

く
）
を
10
年
以
上
貸
し
付
け
た

際
は
、
権
利
設
定
し
た
翌
年
か

ら
３
年
間
（
15
年
以
上
の
場
合

は
５
年
間
）、
固
定
資
産
税
が
２

分
の
１
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

受
け
手
は
、
契
約
を
一
本
化
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

【
平
成
29
年
度
1
回
目
の
公
募
】

▽
農
地
の
出
し
手
の
募
集
＝
随
時

▽
農
地
の
受
け
手
の
公
募
＝
５

月
1
日
㈪
～
5
月
31
日
㈬

▽
機
構
を
通
じ
た
農
地
の
権
利

設
定
（
出
し
手
→
機
構
、
機
構

→
受
け
手
）
＝
11
月
1
日
㈬

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所

農
業
振
興
課
（
☎
２
３
・
１
１

１
８
）
／
黒
木
支
所
産
業
経
済

課
（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）
／
立

花
支
所
産
業
経
済
課
（
☎
２
３
・

４
９
４
０
）
／
上
陽
支
所
建
設

経
済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

／
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎

４
７
・
３
１
１
１
）
／
星
野
支
所

建
設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１

１
４
）
／
（
公
財
）
福
岡
県
農

業
振
興
推
進
機
構
（
☎
０
９
２
・

７
１
６
・
８
３
５
５
）
／
福
岡
県

水
田
農
業
振
興
課
（
☎
０
９
２
・

９
４
３
・
３
４
７
４
）

環
境
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り
の

警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
】

ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
、
セ
テ
ィ
ゲ

ル
ム
種
、
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
企
画
指
導
係

☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１

　

４
月
1
日
現
在
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
人
に
対
し
、
毎
年
５

月
初
め
に
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
自

動
車
税
は
５
月
31
日
㈬
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
納
付
場
所
は
、

県
税
事
務
所
や
金
融
機
関
な
ど

で
す
。
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
土
・
日
曜
、
夜
間
も

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
な
ど
は
お

⑦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

⑧
平
成
27
・

28
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
の

有
無 
⑨
志
望
動
機
（
１
０
０
字

程
度
） 
⑩
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ

た
媒
体
、
を
記
入

◦
募
集
締
切
＝
５
月
31
日
㈬

◦
応
募
先
＝
【
ネ
ッ
ト
申
請
】

福
岡
県
平
成
29
年
度
県
政
モ
ニ

タ
ー
募
集
で
検
索【
電
子
メ
ー
ル
】

m
onitor@

pref.fukuoka.lg.jp

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
民
情
報
広
報

課（
☎
０
９
２・６
４
３・３
１
０
３
）

　

子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
就
業
相
談
・
各
種

情
報
提
供
か
ら
求
人
企
業
の
開

拓
・
就
職
あ
っ
せ
ん
ま
で
、
一
貫

し
て
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
平
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て

女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福

岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階
）

☎
０
９
４
２
・
３
８
・
７
５
７
９

　

け
し
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て

色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か

せ
ま
す
が
、
麻
薬
の
原
料
と
な

る
た
め
「
あ
へ
ん
法
」、「
麻
薬
及

び
向
精
神
薬
取
締
法
」
に
よ
り
、

栽
培
や
所
持
な
ど
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
種
類
が
あ
り
ま
す
。
花
が

美
し
い
た
め
、違
法
と
知
ら
ず
に
、

住
宅
の
庭
先
な
ど
に
植
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
見
か

け
た
人
は
、
南
筑
後
保
健
福
祉

不
正
大
麻 

・ 

け
し
撲
滅
運
動

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

子
育
て
女
性
の
た
め
の
就
職
支
援

農
地
の
出
し
手
、
受
け
手
を
募

集
し
ま
す

自
動
車
税
は
５
月
31
日
㈬
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う

期間＝4月22日㈯～5月14日㈰
【ぶっくBOOKリレー】※本館のみ
利用者おすすめの本（児童書）を
リレー方式で展示、貸出します。

【おりがみ動物園】※本館のみ
おはなしコーナーの掲示板（動物園）
に、おりがみ動物を貼ってみよう。

【テーマ図書展】※分館も開催
館内各所にテーマに沿った本を展
示、貸出します。

【しおり配布】※分館も開催
【特別イベント】
○春のスペシャルおはなし会
　４月22日㈯ 14 時～
　　本館２階研修室
○わくわく映写会
　５月１４日㈰ 14 時～　
　　八女文化会館２階研修室

図書館本館では
子どもの読書週間に合
せてイベントを開催しま
す。みんな来てね！

「小さな本の
大きなせかい」

第59回こどもの読書週間 4/23～5/12

◦問い合わせ＝
　八女市立図書館（☎ 22・2504）

就
業
支
援
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■田中もとこ先生のふぁふぁほっぺ
◦5/9 ㈫ 10:00 ～ 12:00 ／要申込
■4か月さん集まれ（12月生まれ）

「産後ヨガ」◦5/10 ㈬ 10:00 ～
12:30 ／飲み物・バスタオル持参、
参加費あり／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦ 5/10㈬・5/17㈬ 13:30 ～ 15:00
／参加費あり／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「オーガニック料理」◦ 5/16 ㈫
10:00 ～ 12:30 ／参加費あり／託
児あり／要申込
■パパママ集まれ「みんなでうどん
作りをしよう」◦ 5/20 ㈯ 10:00 ～
12:00 ／要申込／参加費あり
■チャレンジデーみんなで体を動か
そう！◦ 5/31㈬ 10:00 ～

■つくろうねっ♥「パステルアート」
◦ 5/9 ㈫ 10:30 ～ ／ 6 日 ㈯ ま で
に要申込／定員大人 10 人／参加費
200 円
■はっぴぃバースデー

「くまちゃんのお話」◦ 5/23 ㈫
10:30 ～／ 20 日㈯までに要申込
■高田先生のしゃべり場
◦ 5/26 ㈮ 10:30 ～／ 23 日㈫まで
に要申込／託児あり

■わ・わ・WA！「砂場デビュー」
◦ 5/2 ㈫ 10:30 ～／子ども 10 人・
要申込
■GOGO！カ～りる
◦ 5/11 ㈭ 10:30 ～／移動図書館車
が来ます。図書館利用カードをお持
ちの人は持参ください。
■すてきな記念日♥
◦ 5/17 ㈬ 10:30 ～※誕生月者のみ
要申込
■子育てエ～ル「トイレトレーニング」
◦ 5/24 ㈬ 10:30 ～／福祉センター

かがやき／参加費無料／ 15 組要申
込／託児あり（２日前まで要申込）
■ともだちっていいな
◦ 5/10 ㈬ 10:30 ～

■お誕生会「5 月生まれさん集まれ」
◦ 5/11 ㈭ 10:30 ～／誕生月者のみ
要申込
■ママといっしょ

「寝相アートにチャレンジしよう」
◦ 5/26 ㈮ 10:30 ～／参加費 100
円（写真フレーム付き）

■ 10:00 ～ 13:00
▽矢部村集落センター 5/2㈫・17㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽上陽公民館 5/12 ㈮
▽かがやき 5/23㈫
▽児童センター 5/24 ㈬
▽室岡公民館 5/25 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 5 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

５
月
３
日
㈷

藤本産婦人科小児科 東宮野町 23・2733
角整形外科医院 黒木町 33・2121
馬田歯科医院 筑後市 0942・52・8788
大坪歯科医院 上陽町 33・7011
宮城耳鼻咽喉科クリニック 筑後市 0942・52・8733

５
月
４
日
㈷

東洋医学ひぐちクリニック 大島 23・2765
冨田医院 黒木町 42・0173
大淵歯科医院 本村 23・4823
堤　歯科医院 立花町 37・1470

５
月
５
日
㈷

中野内科循環器科 吉田 25・3010
中島医院 黒木町 42・0235
むらかみ歯科・小児医院 筑後市 0942・52・5290
とくどめ歯科医院 井延 24・8620
まえだ耳鼻咽喉科クリニック 稲富 30・1187

５
月
７
日
㈰

三浦医院（皮膚科） 東京町 23・3928
角整形外科医院 黒木町 33・2121
高山歯科医院 筑後市 0942・53・2728
冨田眼科医院 本村 23・3455

５
月
14
日
㈰

よしだ胃腸内科クリニック 室岡 23・3806
冨田医院 黒木町 42・0173
中村歯科医院 本町 24・4482

５
月
21
日
㈰

草場内科循環器科 納楚 23・5171
中村内科医院 立花町 37・1601
横山歯科クリニック 馬場 22・5384

５
月
28
日
㈰

今里整形外科 高塚 23・7715
耳納高原病院 星野村 52・3135
大津歯科医院 筑後市 0942・53・1153

5月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳　病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市） 0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00 ～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）
【5月】3㈷・4㈷・7㈰・21㈰
　　　公立八女総合病院 （23・4131）

【5月】5㈷・14㈰・28㈰
　　　筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000
▼救急車を呼ぶべきか迷ったら

（24 時間対応）　♯ 7119

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

4 /22 ㈯ 第14 回 みんなで歌おうボンモマン 
　　　　　　　（幸せなひととき）

八女
文化会館 14:00 無料 サウスハーモニカグループ

「竹取物語」（末石） 23・3366

4 /23 ㈰ 熊本地震／益城町文化会館復興支援
塩川正和 ピアノリサイタル はちひめ 15:00

（全席自由）
一般   1,500円

  高校生以下 500円

NPO 法人八女ベーゼン
ドルファー音楽祭
プロジェクト（事務局）

090・
3012・
5079

4 /23 ㈰ 上津原仁子バレエ研究所 
八女教室 満30 周年記念発表会 ハーモニー 16:30 （全席自由）

1,500円
上津原仁子バレエ研究
所 （事務局）

0944・
54・1485

4/29(土祝) 秋川雅史コンサート
聴いてよく分かるクラシック ハーモニー 14:00

（全席指定）
一般   5,000円
友の会 4,500円

おりなす八女 22・5332

4 /30 ㈰ あらゆる人形劇の世界を創造する
劇団カッパ座「つるのおんがえし」 ハーモニー 14:00

（全席自由）
　中学生以上 1,600円

3歳以上小学生まで1,100 円
（当日各500円増）

筑後地区カッパ友の会
（事務局）

0942・
65・1199

5/20 ㈯ 熊本地震／益城町文化会館復興支援
三舩優子＆堀越 彰 デュオコンサート ハーモニー 15:00

（全席自由）
　一般　3,000円

  高校生以下 1,000円

NPO 法人八女ベーゼン
ドルファー音楽祭
プロジェクト（事務局）

090・
3012・
5079
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初心者のためのギター教室受講生と、
  UGE 主催各ギター教室受講生の発表会。
  1 年間の成果をお楽しみください。

4 月・5 月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八 女   イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

4 /22 ㈯ 第14 回 みんなで歌おうボンモマン 
　　　　　　　（幸せなひととき）

八女
文化会館 14:00 無料 サウスハーモニカグループ

「竹取物語」（末石） 23・3366

4 /23 ㈰ 熊本地震／益城町文化会館復興支援
塩川正和 ピアノリサイタル はちひめ 15:00

（全席自由）
一般   1,500円

  高校生以下 500円

NPO 法人八女ベーゼン
ドルファー音楽祭
プロジェクト（事務局）

090・
3012・
5079

4 /23 ㈰ 上津原仁子バレエ研究所 
八女教室 満30 周年記念発表会 ハーモニー 16:30 （全席自由）

1,500円
上津原仁子バレエ研究
所 （事務局）

0944・
54・1485

4/29(土祝) 秋川雅史コンサート
聴いてよく分かるクラシック ハーモニー 14:00

（全席指定）
一般   5,000円
友の会 4,500円

おりなす八女 22・5332

4 /30 ㈰ あらゆる人形劇の世界を創造する
劇団カッパ座「つるのおんがえし」 ハーモニー 14:00

（全席自由）
　中学生以上 1,600円

3歳以上小学生まで1,100 円
（当日各500円増）

筑後地区カッパ友の会
（事務局）

0942・
65・1199

5/20 ㈯ 熊本地震／益城町文化会館復興支援
三舩優子＆堀越 彰 デュオコンサート ハーモニー 15:00

（全席自由）
　一般　3,000円

  高校生以下 1,000円

NPO 法人八女ベーゼン
ドルファー音楽祭
プロジェクト（事務局）

090・
3012・
5079

ハーモニーホール

ハーモニーホール

ハーモニーホール

1969 年に「別れのサンバ」で
鮮烈なデビューを飾って以来
40年以上。当時から定評があっ
た比類なきギターテクニック
と歌唱力は更に磨きがかかり、
奥深い音楽世界で今もなお多
くの観衆を惹きつけている。

女優たちによる朗読（アンコール公演） 比類なきギターテクニックと歌唱力

戦後72年。あの日のことを多くの人に伝えたい。
今年も女優たちの舞台がやってきます。

ヒロシマ・ナガサキ1945年 ～心震える時～夏の雲は忘れない 長谷川きよしコンサート

岩本多代 柳川慶子 高田敏江大原ますみ 渡辺美佐子 長内美那子

一般 2,000円

一般 2,000円

高校生以下

高校生以下 チケット発売中

5/7(日)

8/5 (土)
8/6 (日)

5/13(土)・14(日)
1,000円（全席自由) 

１5:00開演

１5:00開演

１4:00開演

2017 夏  八女平和の祈りコンサート＆朗読劇

UGE
4 /22 (土) １8:30 開演はちひめホール

［プログラム］

入場無料

の発表会～
第34回
～春

Spring Concert

客演指揮／深町 宏（サックス奏者）

♪初心者のためのギター教室卒業記念演奏
♪深町 宏指揮／ＵＧＥギターオーケストラ

AMG meets vol.2

八女学院マーチングバンドとプロジャズビッグバンドとのコラボレーション

YMG

第24回 八女学院ウィンドアンサンブル定期演奏会

主催：八女学院中学・高等学校吹奏楽部／同校保護者後援会／
同校吹奏楽部OB会 お問合せ：同校吹奏楽部(髙山) ☎23・5111

（全席自由) 一般 800円　 高校生以下 500円

主催・お問合せ：UGE 室内合奏団  ☎22・4033

（ 全席指定 )                                               
（ 全席指定 )                                               

一般 4,000 円                                              
友の会 3,500 円                                             友の会 1,500 円                                             

＜２公演チケット同時発売＞ 友 の 会 先 行 　 4 / 2 2 (土)～      ／ 一 般  5 / 6 (土)～

1,000円

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

ハーモニーホール１3:30開演



平成29年度八女市公民館講座案内

 八女市公民館講座案内
平成29年度 八女市に居住または勤務されている人ならどの公民館講座でも受講することが

できます。ぜひお申し込みください。（※応募者多数の場合は抽選になります）

保
存
版

各公民館で実施する講座の受講を希望される人は、別添のハガキに①講座名　②氏名　③性
別・年齢　④郵便番号　⑤住所　⑥電話番号をご記入のうえ、5月2日㈫までに講座を実施
する公民館にお持ちいただくか郵送（当日の消印有効）またはファクスにてお申し込みください。
※公民館名と講座名を確認のうえ、該当する公民館あてのハガキをご利用ください。
※都合により会場・日程を変更する場合がありますのでご了承ください。

  黒木公民館（電話 42・9730 ／ファクス 42・9731）
講座名 内　容 期　間 時間 対象 会場 定員

大楠学級 仲間と共に楽しく学び講話や体験活動を通して健康で生き
がいのある生活を目指す講座。（材料費他月 2,000 円）

6 月～ 3 月 
月1回㈫

9:30～
15:00

50歳
以上

黒
木
公
民
館

25人

書に親しむ実用習字
（全 14 回）

小筆を使い封書、慶弔の表書きなど使用頻度の高い文字を
中心に学習します。

6 月～ 12 月 
月2 回㈬

9:30～
11:30 一般 20人

とっさの英会話
（全 13 回）

外国人観光客に道を尋ねられた時など、外国人観光客に質
問された場合の受け答えを中心に学習します。

6 月～ 12 月 
月2 回㈫

9:30～
11:30 一般 20人

からだスッキリ体操
（全 15 回） 無理なくからだを動かし、心身ともにスッキリしましょう。 6 月～ 1月 

月2 回（月・金）
10：00～
11:30 一般 40人

ゆったりヨガ
（全 10 回）

日頃身体を動かしていない方やヨガを初めてされる方に最
適です。無理なくゆっくりヨガができます。

6 月～ 12 月 
月2 回㈪

13：30～
15:00 一般 40人

夜ヨガ
（全 7 回）

「ゆったりヨガ」を働いている方や学生の方でも参加しやす
い様に夜開催します。お子さんも参加できますので、親子
参加も可能です。

6 月～ 12 月 
月1回㈯

19：00～ 
20：30 一般 40人

ようらでよかよか男性
料理教室（全 7 回）

料理初心者大歓迎。自宅でも繰り返し作れる簡単料理を学
びます。（材料費 3,500 円 /7 回分）

6 月～ 12 月 
月1回㈮

10：00～
13:00 一般 16人

大人に似合うナチュラ
ル麦わら帽子編み（全
4 回）

夏に向けて、大人っぽいおしゃれな麦わら帽子をかぎ針で
編みます。（材料費 2500 円）

6/13、6/20、
6/27、7/4 ㈫

13：00～ 
15：00 一般 15人

はじめてさんの棒編み
（全 5 回） 

これから編物を初めたい方のための講座。基礎（編み方、
編図の読み方等）から棒編みを学び、最後はマフラーを編
みます。（材料費 2000 円）

10/24、10/31、
11/7、11/21、
11/28 ㈫

13：00～ 
15：00 一般 10人

思ったとおりの色を出
そう　水彩絵の具入門

（全 7 回）

絵を描く上で一番難しいのは色塗りではないでしょうか。
思い通りの色を出すために、水彩絵の具の塗り方を学びま
す。（材料費 600 円）

6/1、7/6、8/3、
9/7、10/5、11/9、
12/7 ㈭

10：00～
11:30 一般 15人

幸せいっぱい豆皿料理
（全 4 回） 
※託児要相談

食卓にたくさんの種類のおかずが並ぶと幸せですよね。サッ
と作れる簡単おかずを毎回 4 ～ 5 種類学びます。（材料費
2,000 円 /4 回分）

6/7、8/2、10/4、
12/6 ㈬

10：00～
13:00 一般 20人

7 時間でわかる日本の
歴史（全 5 回）

暗記として覚えた表面的な日本の歴史ではなく、時代背景
から今の日本の成り立ちを学習します。

6/9、7/7、8/4、
9/1、10/6 ㈮

10：00～ 
11：30 一般 20人

玄関を彩るフラワーア
レンジ（全 3 回）

玄関を華やかに彩る事をテーマに、玄関に置く寄せ植えや
アレンジを学びます。（材料費 2,000 円 /1 回）

6/8、10/12、
12/21㈭

13：00～ 
15：00 一般 20人

華やかなミニブーケ作
り※託児要相談

ミニブーケの作り方を学びます。これさえ覚えれば、誕生日や
お祝い事のプレゼントの際に役立ちます。材料費 2000 円 11/22 ㈬ 13：00～

15：00 一般 20人

自宅で簡単手ごねパン
教室※託児要相談

自宅で簡単に作れ、アレンジしやすい手ごねパンを学びま
す。（材料費 500 円程度） 10/23 ㈪ 10：00～

13：00 一般 20人

おもてなしデコ巻き
（全 2 回）
※託児要相談

お盆やお正月にお客さんに出したら喜ばれる飾り絵巻寿司
を学びます。（材料費 1,000 円 /2 回分）

8/10 ㈭、
12/8 ㈮

13：00～
15：00 一般 20人

手話入門講座
（全 10 回）

「あいさつ」「自己紹介」などのコミュニケーションの入り口
になる手話を中心に学習します。

6 月～ 10 月 
月2 回㈭

10：00～
11：30 一般 15人

子ども悩み事相談室
※託児要相談

「学校に行きたくない」と言う子どもへの対応、友達とのト
ラブルにどこまで親が関わって良いかなど親の悩みはつきま
せん。生活指導担当の元教員に悩みを相談してみませんか。
相談内容については匿名ですので気軽にご参加ください。

9/9 ㈯ 10：00～
11：30 一般 20人
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★立花公民館講座

  働く女性の家・立花公民館（電話 ３７・１５２２／ファクス ３７・１５３２）

講座名 内　　　容 期間 時間 対象 　
八
女
市
働
く
女
性
の
家
・
立
花
公
民
館
／
定
員
各
20
人

CS 検定対策講座　
（ワード 3 級 )
☆託児有

仕事で活用。資格を取って就活に役立てる。( 検定試験に
向けてのスキルアップ ) テキスト代 1,836 円・受講料 1,000
円◦ 8/28 ㈪検定試験あり 検定料 5,250 円

6/5～7/3
（月・水）

9:00～
12:00

20 ～ 40 代で就業
を希望する方。基
本操作ができる方。

CS 検定対策講座　
（エクセル 3 級 )
☆託児有

仕事で活用。資格を取って就活に役立てる。( 検定試験に
向けてのスキルアップ ) テキスト代 1,836 円・受講料 1,000
円◦ 9/25 ㈪検定試験あり 検定料 5,250 円

7/5～8/7
（月・水)

9:00～
12:00

20 ～ 40 代で就業
を希望する方。基
本操作ができる方。

ビジネスパソコン講座
（全 10 回 )

仕事で今すぐ使えるパソコン操作。困ったときのお助け技を学ぶ。
受講料 1,000 円 、テキスト代 ワード 990 円、エクセル 990 円

8/21～9/25
（月・水）

20：00～
22：00

パソコンのスキル
アップをしたい人

日商簿記 4 級講座（パ
ソコン入力）※託児有

（全 10 回）

簿記でグレードアップ。就活の武器にしましょう。パソコン
入力ありの初級編、テキスト代 2,000 円程度、受講料 1,000
円◦ 8/29 ㈫簿記検定日、検定料 2,160 円

6/27～7/28
（火・金)

9:00～
12:00

仕事や就業・生活
に役立てたい方

エクセルマクロ入門講
座（全 5 回）

仕事でマクロを使って能率アップ。テキスト代 2,808 円、
受講料 1,000 円

10/2～10/18
（月・水)

20：00～
22：00

パソコンのスキル
アップをしたい人

調剤薬局事務講座※託
児有（全6回）検定含む

調剤薬局補助のお仕事ができます。検定も講座の中で受験で
きます。派遣登録あり。テキスト代 4,320円。最終日検定試験。

11/8～11/24
（水・金)

10：00～
16：00

調剤薬局で働くた
めのセミナー

アンガーマネージメント
講座～怒りをコントロー
ル～※託児有（全 1回）

怒りの感情をコントロールする方法。人間関係でイライラ
しない方法を学びます。子育て中のイライラや仕事での人
間関係のトラブルを解決する方法を見つけましょう

8/1㈫ 10:00～
12:00

就職や生活に役立
てたい方

グレードアップ女術
～現役モデルに見習う
グレードアップ法～
※託児有（全 1回）

第 1 印象を良くする方法を伝授～自分をより良く印象付け
る～ 9/19㈫ 10:00～

12:00

人間力アップセミナ～世
の中の動きと経済を学ぶ
～※託児有（全 1回）

世の中の状況・経済の動きを知ることで働き方を考えます 9/1㈮ 13：30～
15：00

講座名 内　　容 期間 時間 対象 場所 人数
パソコンシステム整備講座

（全 3 回） パソコンの初級トラブル解決策を学ぶ 10/23、10/24、
10/25(月・火・水）13：30～15：30 一般

　
　
　
八
女
市
働
く
女
性
の
家
・
立
花
公
民
館

20人

キッズプログラミング講座
～スクラッチでプログラミン
グ～（全 3 回）

ゲームを使ってのプログラミング。ゲームからプログ
ラムを作る手始めに。◦受講料無料 ただしテキスト
代必要 2,000 円程度

8/8、8/9、
8/10(火・水・木) 10:00～12:00 小中

学生 15人

革細工講座～コインケースを
作ろう～（全 2 回）

はじめての革細工　材料・道具代 2,700 円 ( カット
済皮革・革細工用　糸・針・ボタン・菱目打ち込 ) 6/10、6/17 ㈯ 10:00～12:00 一般 15人

ベーグル作りに挑戦（全 2回）おうちで作れるベーグル　材料費 500 円 9/5、9/12 ㈫ 10:00～12:00 一般 15人
フランス料理でおしゃれに

（全 2 回）
簡単フランス料理でおうち料理をグレードアップ。
材料費 500 円～ 1,000 円程度 10/5、10/19㈭ 10:00～12:00 一般 20人

男たちの挑戦～男もすなる弁
当作り～（全 2 回）

今や男性もお弁当つくります。マイ弁当で健康に。
材料費 500 円～ 1,000 円

9/22、10/27
㈮ 10:00～12:00 男性 15人

マイキッチンマイケーキつくり（全2回）簡単でかわいいケーキつくり　材料費 500 円 9/8、10/13 ㈮ 13：30～15：30 一般 20人

醤油とお味噌の話～麹の話と
マイ味噌つくり～（全 1 回）

麹で作る醤油とお味噌～今はやりの麴。マイ味噌を作
りましょう～材料費 1,500 円（持ち帰り用味噌 2kg 含む）11/9 ㈭ 10:00～12:00 一般 20人

歴史探訪講座～温故知新～
（全 3 回） ふる里の歴史を振り返る 10/10、11/14、

12/12 ㈫ 10:00～12:00 一般 20人

香の講座～アロマの香りで脳
の活性化～（全 3 回）

アロマの香りでリフレッシュ。認知症対策をしましょ
う。

9/26、10/24、
11/28 ㈭ 10:00～12:00 一般 20人

アン・ドゥ・トロワバレエでストレッチ
～第2の心臓を鍛えましょう～（全3回）バレエのストレッチで足腰を鍛えましょう。　 6/9、6/16、

6/23 ㈮ 10：00～11：30 一般 20人

生活安全講座～護身術を学
ぼう～（全 1 回） いざという時のために。自分の身を守る手立てを。 未定 未定 一般 20人

★就業支援講座

※託児有と明記の講座についてはすべて託児をします　託児をご希望の方は受講申し込みの時にお申し出ください。託児は先着
5 人です。※テキスト使用の講座については講座締切後のキャンセルは受け付けません。その後のキャンセルの場合はテキスト
代を頂きます※料理講座は初回に材料費を徴収します。キャンセルされる場合は 3 日前までにお願いします。それ以降のキャン
セルは材料費をいただきます。※講師の都合により日程の変更がある場合があります。※パソコン使用の講座についてはひと講
座につき受講料 1,000 円徴収させて頂きます。ただしキッズプログラミング講座は受講料は無料です。
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 上陽公民館（電話 54・3131／ファクス 54・3755）
講座名 内　容 期　間 時　間 対象 会場 定員

上陽大学（全 17 回） 心豊かな生活を目指すための教養や体験等をおこ
ないます。

5 月～ 2 月 
第 1㈫ 10:00～15:00 60 歳

以上 上陽公民館 なし

男性専科（全 10 回） 料理やものづくり、運動、講話などを楽しみながら
体験し、健康で生きがいのある生活を目指します。

5 月～ 2 月 
第 3 ㈯ 10:00～12:00 男性 上陽公民館 20人

楽学倶楽部（全 10 回）いろんな体験を通して仲間とともに楽しみながら学
び、日々の生活に潤いを与え、趣味や教養を高めます。

5 月～ 2 月 
第 1㈯ 19:30～21:30 一般 上陽公民館 20人

ゴルフ講座（全 10 回）ゴルフを通して身体づくりやストレス解消をしま
しょう。初心者でも楽しくできます。

6 月～ 8 月 
毎週木曜日 19:00～21:00 18 才以

上の女性
八女上陽 
ゴルフ倶楽部 20人

川釣り体験講座
（前期）

釣竿を作り、星野川の自然の中でハヤ等を釣る体
験をします。

5/22 ㈪ 
5/26 ㈮

両日とも 
9:00 ～ 11:00 一般 上陽公民館 

および星野川 20人

川釣り体験講座
（後期）

釣竿を作り、星野川の自然の中でハヤ等を釣る体
験をします。

10/23 ㈪ 
10/26 ㈮

両日とも 
9:00 ～ 11:00 一般 上陽公民館 

および星野川 20人

男性の料理講座
（全 4 回）

調理初心者でも大丈夫、パパッとできる酒のつま
みや簡単な献立を学びます。

7、9、11、
1月第 3 ㈭ 10:00～ 13:00 男性 上陽公民館 20人

免疫力 UP の薬膳セミ
ナー ( 全 4 回）

元気を作る薬膳のお話しと旬の野菜を使っての薬
膳料理で美味しくて楽しい講座です。

7、9、11、
1月第 4 ㈬ 11:00 ～14:00 一般 上陽公民館 20人

  星野公民館（電話 52・3115 ／ファクス 52・2495）
講座名 内　容 期　間 時　間 対象 会　場 定員

星空・天文教室（全 5 回） 九州一の大きさを誇る天体望遠鏡で星を見たり、
その日の星空をプラネタリウムで見たりします。

7月～12月、月１
㈮※8月を除く

19：00～ 
　20：30 一般 星の文化館 15人

茶道体験教室（全 8 回） 抹茶の点て方、頂き方を体験してみましょう 7 月～ 10 月 
第１・３㈮

19：00～ 
　20：30 一般 星野勤労青

少年ホーム 12人

星野の歴史講座（全 3 回） 郷土の歴史を知ることは郷土を愛する事 
知るほどに興味がわいてきます

１月 
第 3、4、5 ㈬

18：00～
　19：30 一般 星野支所 なし

おうち起業講座（全 6 回） 自分の趣味や特技を活かして何かやってみた
い……というあなたのための講座です

7 月～ 12 月 
月１回㈯

10:00～
　12:00 一般 星野勤労青

少年ホーム 15人

スマートフォン講座（初級編）
（全 4 回）

今やパソコンの出荷台数をはるかに上回るス
マートフォン。あなたは使いこなせていますか。７月毎週㈬ 19：30～

　21:00 一般 星野勤労青
少年ホーム 20人

パソコン教室（初級編）（全8回）親切ていねいに１から指導いたします 10月～11月毎週㈬ 19：30～21：00 一般 星野小学校 15人
ヨガストレッチ教室

（全 8 回）
からだ全体をほぐしてリラックス！日頃の運
動不足を解消しましょう！

9 月～ 10 月 
毎週㈭

19:30～
　21：00 一般 星野勤労青

少年ホーム 20人

謡曲体験教室
（全 5 回）

筑後地方に伝わる伝統文化をぜひ、体験して
みましょう

8 月～ 9 月 
毎週㈫

19：30～ 
　21：00 一般 星野勤労青

少年ホーム 20人

フラワーアレンジメント教室
（全 5 回）

季節の花を使ったお花のアレンジを楽しみま
しょう

10 月～２月㈮ 
月１回

13：30～ 
　15：00 一般 星野勤労青

少年ホーム 15人

健康づくり講座
（史跡めぐりを兼ねた山登り）

健康づくりを目的に石割岳・カラ迫岳へ登り
ます

10 月と11月 
㈯２回予定

10:00～
　15:00予定 一般 石割岳 

カラ迫岳 20人

やまびこ学級（全 11回） 新しい人やものとの出会い、楽しく過ごして
生きがいを見つける講座です。

6 月～ 3 月 
月１回㈮他

9：00～ 
　15：00

60歳
以上

星野勤労青
少年ホーム なし

健康でいきいき男性専科
（全 6 回）

健康で楽しく、自立した生活ができるように
いろいろなことに挑戦します。

7 月～ 12 月 
月１回㈬

15：00～
　17:00

60歳
以上

星野勤労青
少年ホーム 15人

  矢部公民館（電話 47・3111／ファクス 47・2855）
講座名 内　容 期　間 時　間 対象 会場 定員

飯干太鼓 飯干太鼓が公民館講座として再スタートします。
和太鼓を使った演奏を楽しみませんか！

5 月～ 3 月 
（月２回程度） 19:00～20:30 小学生～

中学生
杣のふるさ
と文化館 20人

ヨガ教室（全５回）ヨガで心と体をリフレッシュしてみませんか 5 月～ 9 月 19:30～21:00 一般 矢部公民館 30人

木工教室
（全４回）

木工作品に挑戦、基本的なことから学べます。本
棚、木箱など簡単にできる物を作り、木工技術の
基礎を学びましょう。

10 月～ 11月 
土曜・日曜 9:30～11:30 一般 杣の木工所 10人

矢部八名山登山
講座

矢部にある八名山を登って登山の知識を学び、自
然を楽しみ、健康促進！

5 月～ 11月
火曜か土曜月1回 9:00 ～12:00 一般 矢部村内 

八名山 20人

わら細工教室 正月用のしめ縄づくりに挑戦 12 月（1回） 9:30 ～ 11:30 一般 矢部公民館 15人
男の料理教室 男性限定の講座。料理について、基本から学ぶ講座。11月～12月（2回） 9:00 ～12:00 一般 矢部公民館 15人

伝統料理教室 矢部の歴史や伝統行事および郷土に伝わる料理
を、老若交流しながら学ぶ講座です。 9 月(1回 ) 9:30 ～ 11:30 一般 矢部公民館 20人

矢部村大学
楽しく活動することにより、趣味を深め知識や技
能を高めるとともに、交流の輪を広げて健康で明
るい生活を目指す。

5 月～ 3 月 午前の部 
午後の部 60歳以上 矢部公民館 

その他 25人
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 東公民館　（電話・ファクス　２３・５２７６）
講座名 内　　　容 期　間 時間 対象 会場 定員

東公民館寿学級
（全10回）

長寿社会を健康で楽しく心豊かに過ごせるような学習を行
います。 6月～ 2月第 3㈬ 13:30～15:30 60歳

以上
　
東
公
民
館

なし

男の料理教室
（全１０回）

料理の基礎を学んだ方で、さらにステップアップを目指しま
す。 5月～ 2月第 4㈮ 10:00～14:00 男性 16人

園芸教室（全６回） 花や植木の季節の手入れ法や育て方のコツを楽しく学びます。6月～11月第4㈫ 9:30～11:30 一般 20人
実用書道講座

（全８回）
小筆を使って、のし紙や慶弔封書の表書き等の実用書道を
楽しく学習します。

6 月～ 9 月 
第 1・第 3 ㈭ 13:30～15:30 一般 16人

大人の英会話教室
（全７回）

アメリカ人講師と日常会話や旅行会話を楽しく学ぶ大人の
ための講座です。

9 月～ 12 月 
第 2・第 4 ㈬ 13:30～15:30 一般 20人

薬膳料理教室
（全３回）

日頃の健康管理と季節に合った食事法、薬膳の知識により
食事から元気を作る方法を勉強します。

7/13 ㈭、9/14㈭  
11/9 ㈭ 10:00～14:00 一般 20人

ぬか漬け講座（全２回）ぬか床つくりと管理方法を楽しく学習します。 8/10㈭、 10/12㈭ 10:00～14:00 一般 20人
おうちカフェ（全３回）家庭で簡単にできる、おしゃれなパン・ケーキ作りを学びます。広報八女でお知らせします。 一般 18人
もの作り教室（全３回）もの作りの楽しさと喜びを体験します。 女性 16人

 中央公民館　（電話 ２４・８１２１／ファクス ２４・８１２２）
講座名 内　　容 期　間 時間 対象 会場 定員

はつらつ講座 社会参加を目指して新しい出会いや生きがいをみつ
ける講座です。（基礎講座・翔年大学） 6 月～ 3 月 随時 60歳

以上
おりなす
八女 なし

園芸講座
（おもしろガーデン倶楽部）

ガーデニングを基礎から学び一緒に花づくりを楽し
みませんか。市役所周辺の花壇を使って学習します。

6 月～ 3 月 
第 4 ㈮

9:30～ 
 11:３0 一般 おりなす

八女 24人

女性専科
（女性限定）

素敵な人生をおくるために幅広い知識を身につけ女
性としての魅力をアップしませんか。

6 月～ 2 月 
第 1㈬

10:00～ 
  12:00 女性 おりなす

八女 24人

初めてのパソコン講座
( 全 6 回）

パソコンの基礎を学びます。（文字入力が出来ない方） 
参加費1,000円、テキスト代1,296円

6 月～ 7 月 
毎週㈫

10:00～
  12:00 一般 おりなす

八女 16人

パソコン初級講座(全12回）/
（ワード・エクセル基礎コース）

ワード・エクセルの基礎を学びます。（文字入力が出来
る方）参加費1,000円、テキスト代2,376円

9 月～ 11月 
毎週㈫

10:00～
  12:00 一般 おりなす

八女 16人

脳トレ（レクリエーション）
講座（全 7 回）男性限定

身体や頭を使い、適度な運動を継続し、脳を活性化さ
せ向上力アップを目指します。

6 月～ 12 月 
第 3 ㈯

10:00～
  12:00 男性 八女文

化会館 20人

ゆる体操講座（全7回） 誰にでもすぐにでき、心と身体をゆるめます。身体を
ゆるめることで、健康効果の高い体操です。

6 月～ 12 月 
第 2 ㈮

14:30～
  16:30 一般 八女文

化会館 40人

脳活講座（全6回）
音楽レクリエーションや脳トレレクリエーションなど
を行い、笑いながら楽しく身体を動かし、脳を活性化
させましょう。

6月～9月㈮ 
6/16、7/7、7/21、
8/18、9/15、9/29

10:00～
  12:00 一般 おりなす

八女 40人

郷土の歴史講座（全6回） 戦国時代に焦点を当て、この地域の歴史や文化を学
習します。

9 月～ 11月 
月2 回㈯

10:00～
  12:00 一般 おりなす

八女 24人

美学講座（全 5 回）
～カラーコディネート～

仕事や日常生活などに役立ち実践的な色彩の知識を
学びます。色で自分らしさを表現しましょう。

6 月～ 8 月 
第２・４㈯

10:00～
  12:00

女性20代
～50代

社会福祉
会館3階 24人

 西公民館（電話・ファクス  ２４・５２７２）
講座名 内　　容 期　間 時間 対象 会場 定員

西公民館寿学級
（全 10 回）

健康で楽しく生きがいのある生活を送るための体験・交流・学
びの講座を行います。

6 月～ 3 月 
第 2 ㈮ 9:30～11:30 60歳

以上
　
西
公
民
館

なし

男の料理講座（全10回）男性が料理の基本を学びます。( 初心者を優先） 6月～ 3月
第 2㈬ 10:30～13:30 男性 16人

男の健康アップ講座
（全 8 回）

健康な身体づくりを目指し、運動、学習、料理などを行います。
（男性限定）

7 月～ 2 月 
第 3 ㈭ 10:00～12:00 男性 20人

はじめての写経講座
（全 10 回）

古くから人々に愛され、書写の学習素材としても学ばれた写経を行いま
す。小筆を使い、筆使いの基本から写経用紙での仕上げまでを行います。

6 月～10 月
第 2・4 ㈪ 13:30～15:30 一般 20人

輝ちゃん先生のおもて
なし料理講座( 全 3回)

野菜ソムリエでトマト生産農家でもある人気講師の貝田輝子さ
んによる旬の野菜をたくさん使った料理講座です。

7/19 ㈬、7/26
㈬、8/2 ㈬ 10:30～13:30 一般 16人

オルレ体験講座
（全 2 回）

自然を感じながら歴史や景観に触れ、オルレの楽しさを知るた
めの体験講座です。 10 月・2 月 10:00～16:00 募集の詳細は開

催時期にあわせ
て広報・チラシ
等でお知らせし
ます

人物歴史講座
（全 2 回）

“ 人生は先達に学べ！” 歴史上の人物から人生の教訓やヒント、
学びの大切さ、楽しさを学びます。( 東西公民館講座 )

8/27 ㈰ 
10/22 ㈰ 10:00～12:00

地域交流イベント「ふ
れあいもちつき大会」 伝統文化の継承と地域交流を目的に行います。 12/16 ㈯ 9:30～

グリーンボランティア
活動

西公民館での花づくりやみどりの手入れを行います。年に数回
の勉強会を行い、グリーンボランティアとしての学習を深めます。毎月第 2 ㈫ 9:30～ ※年間通しての

活動になります。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
子
ど
も
愛
樹

祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ
ネ
ッ
ト
主

催
に
よ
る
第
26
回
世
界
子
ど
も
愛

樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式
が
３
月

26
日
㈰
、
木
龍
（
矢
部
多
目
的
交

流
ホ
ー
ル
・
矢
部
中
学
校
体
育
館
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
「
詩
・

作
文
」
部
門
に
５
６
５
点
、「
絵
画
」

部
門
に
１
２
５
５
点
、「
木
は
が
き
」

部
門
に
１
４
６
点
の
合
計
１
９
６
６
点
、

う
ち
海
外
か
ら
１
５
１
点
の
応
募
が
あ

り
、
90
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。
式
典
終

了
後
に
は
、「
杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館

（
旧
矢
部
中
学
校
校
舎
）」
裏
手
に
ツ
ク

シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
苗
木
２
本
と
エ
ゴ
ノ
キ

の
苗
木
１
本
が
受
賞
者
の
手
に
よ
り
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
は
受
賞
者
に

「
こ
の
木
が
大
き
く
な
る
頃
に
、
矢
部
の

自
然
林
に
植
樹
し
な
お
し
ま
す
。
皆
さ

ん
も
自
然
を
愛
す
る
心
を
忘
れ
ず
に
、

こ
の
苗
木
が
大
き
く
な
る
頃
に
ま
た
矢

部
の
地
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
入
賞
の
結
果
は
森
の
大

賞
お
よ
び
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。（
敬
称
略・学
年
は
３
月
末
現
在
）

【
詩
・
作
文
の
部
】

♣
森
の
大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

「
い
ち
ょ
う
の
木
か
ら
の
手
紙
」
遠
藤
萌

花
（
福
島
市
福
島
第
三
小
５
年
）

♣
み
ど
り
の
賞
（
福
岡
県
知
事
賞
）

「
八
女
津
媛
神
社
の
権
現
杉
」
高
山
莉

帆
（
矢
部
中
２
年
）

♣
選
考
委
員
特
別
賞（
長
野
ヒ
デ
子
賞
）

「
鍛
錬
遠
足
」江
田
壮
希（
忠
見
小
６
年
）

♣
選
考
委
員
特
別
賞
（
大
倉
紀
子
賞
）

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
古
田
真
穂
（
忠
見
小

６
年
）

♣
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞
「
思
い
出
の
梅

の
木
」
山
村
さ
や
香
（
忠
見
小
６
年
）

♣
Ｆ
Ｂ
Ｓ
福
岡
放
送
賞
「
地
球
を
生
か

す
の
か
殺
す
の
か
」
木
田
陽
菜
（
矢
部

中
３
年
）

♣
西
日
本
新
聞
社
賞
「
カ
ン
レ
ン
ボ
ク

の
木
」
川
口
夏
未
（
忠
見
小
６
年
）

♣
読
売
新
聞
西
武
本
社
賞
「
菌
う
ち
」

木
田
若
那
（
矢
部
中
１
年
）

♣
教
育
新
聞
社
賞
「
い
ろ
ん
な
種
や
球

根
」
角
優
花
（
八
幡
小
４
年
）

♣
福
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
ま
る
ば
や
な
ぎ
」
坂
井
禎

宗
（
矢
部
中
２
年
）

♣
し
ゃ
く
な
げ
賞
▽
「
楽
し
か
っ
た
釈

迦
岳
登
山
」
鬼
塚
洸
羽
（
矢
部
小
３
年
）

▽
「
森
林
に
つ
い
て
」
倉
員
良
馬
（
黒

木
中
１
年
）
▽
「
応
援
し
て
く
れ
る
竹

た
ち
」
鬼
木
彩
音
（
忠
見
小
６
年
）

♣
さ
く
ら
賞
　「
矢
部
村
を
見
て
」
月

足
亜
美
（
矢
部
中
２
年
）

【
絵
画
の
部
】

♣
森
の
大
賞（
林
野
庁
長
官
賞
）
今
別

府
幸
芽（
鹿
児
島
県
姶
良
市
帖
佐
中
３
年
）

♣
選
考
委
員
特
別
賞
（
椎
窓
猛
賞
）

齋
藤
久
翠
（
輝
翔
館
中
３
学
年
）

♣
テ
レ
ビ
西
日
本
賞
　
信
國
優
那
（
三

河
小
１
年
）

♣
ジ
ャ
ン
ヌ
マ
リ
ー
賞
▽
志
岐
さ
く
ら

（
西
中
２
年
）
▽
髙
山
結
衣
（
矢
部
保

育
園
４
歳
）

【
木
は
が
き
の
部 

15
歳
以
下
】

♣
森
の
大
賞
（
環
境
大
臣
賞
）
仁
田
原

匠
貴
（
矢
部
小
６
年
）

♣
み
ど
り
の
賞
（
八
女
市
長
賞
）
堤

進
次
郎
（
木
屋
学
童
保
育
所
小
１
年
）

♣
み
ど
り
の
賞
（
八
女
市
教
育
委
員
会

教
育
長
賞
）
野
中
美
遥
（
矢
部
小
１
年
）

♣
し
ゃ
く
な
げ
賞
▽
樋
口
史
門
（
星
野

中
３
年
）▽
栗
原
悠
希
（
矢
部
中
３
年
）

▽
仁
田
原
渚
虹
（
木
屋
学
童
保
育
所
小

２
年
）
▽
森
山
宙
（
矢
部
小
４
年
）

【
木
は
が
き
の
部 

16
歳
以
上
】

♣
森
の
大
賞
（
日
本
郵
便
賞
）
加
隈
凉

子
（
佐
賀
県
三
養
基
郡
み
や
き
町
）

♣
み
ど
り
の
賞
（
八
女
市
長
賞
）
小
川

修
一
（
八
女
市
）

自然を愛する心をいつまでも

2017

【絵画の部】森の大賞（今別府幸芽さん）
【
木
は
が
き
の
部
16
歳
以
上
】

森
の
大
賞（
加
隈
凉
子
）

【
木
は
が
き
の
部 

15
歳
以
下
】

森
の
大
賞
（
仁
田
原
匠
貴
）

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

　
八
女
市
田
崎
廣
助
美
術
館
で

３
月
11
日
㈯
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ『
ひ

な
祭
り
子
供
ア
ー
ト
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
講
師
に
九
州
産
業
大
学
芸
術

学
部
助
手
で
染
織
作
家
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
中
園
唯
さ
ん
を
お

迎
え
し
、
10
人
の
親
子
が
参
加
し

て
、
お
内
裏
様
と
お
雛
様
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
人
形
の
服
の
柄

を
染
料
で
色
を
つ
け
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
糸
を
使
い
着
物
柄

の
デ
ザ
イ
ン
を
作
っ
て
み
た
り
と
、

各
自
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
世

界
に
一つ
だ
け
の
素
敵
な
飾
り
雛

が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
と

と
も
に
楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き

た
」「
い
ろ
ん
な
色
の
付
け
方
や
絵

の
具
だ
け
で
は
な
い
材
料
で
の
色

付
け
が
楽
し
か
っ
た
」「
集
中
で
き

て
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分
〈
入
館
は

17
時
ま
で
〉
※
月
曜
休
館
〈
祝
日

の
場
合
は
翌
日
〉
⃝
入
館
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！ 

⑩

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／

☎
２
４・８
３
０
４
）

親子で楽しく飾り雛を
作りました


